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第一章　オフィスで出会う












「ふふふ、ふふふ、うふふ」

「……気持ち悪い笑い声だな」

「えー、いい気分なのに。ひどーい」

　ほどよく酔っている私は隣に座る男性の肩に寄りかかって、笑っていた。たしか、この人の名前は……西浦にしうら……そうそう、西浦さんだ。

　この西浦さんに出会ったのは、今から二時間前。






　両親が二泊三日の旅行で不在の今夜、私はかねてから気になっていた小料理屋『さち吉』に勇気を出して、入った。駅から家までの中間にあるこの店の前をほぼ毎日通過しているが、入るのは初めて。

　仕事帰りに通ると、漂ってくるおいしそうな匂いにいつもお腹を鳴らしていた。社会人になったのだから、こういうお店にも入ってみたいと何度も横目で見ながら、通りすぎた。今日も同じだった。ただ今日は仕事帰りではなく、ショッピング帰りである。今日は休日だから。

　よし、今日こそは入ろうと決心したが、買い物した荷物が多かったため、家に置いてから出直した。改めて深呼吸をしてから、引き戸を開ける。

「いらっしゃいませー」

　元気の良いショートボブの女の子がにこやかに迎え入れてくれる。私より若く見えたので大学生のバイトなのかもしれない。

「おひとり様ですか？　それとも待ち合わせでしょうか？」

「ひとりです」

「二人席かカウンターになりますが、どちらがよろしいですか？」

　彼女の問いかけに店内を見渡す。店構えからの想像通り、こぢんまりしている。空席は今言われた二人用のテーブル席かカウンター席のみ。Ｌ型のカウンターには八人座れるようになっていて、空いているのは中央の二席だけ。

「カウンターでお願いします」

「はい。どちらでもお好きなほうへどうぞ」

　どっち側に座ろうかと咄嗟に考えるとひとりの男性と目が合う。彼は「どうぞ」と隣を勧めてくれた。

　おおっ、めちゃくちゃかっこいい紳士的な人だ。

　この人がこの空間にいるだけで、映画かドラマのワンシーンに入り込んでしまったかのように錯覚する……そんな俳優さんみたいな人に出会えるなんて、素敵な夜になるかもと心を弾ませながら、隣に腰掛けた。

「ありがとうございます」

「いえいえ」

　にっこり微笑まれて、胸がドキッと揺れる。近くで見るとかっこよさが倍増された。こんな人の隣で落ち着いて食べられるかな。

「いらっしゃいませ、おしぼりをどうぞ」

「あ、ありがとうございます」

　前から出されたおしぼりを受け取る。渡してくれたのは、黒髪をきれいにひとつにまとめた四十歳くらいの和服姿の女性。この店の女将さんのようだ。

　女将さんと先ほど出迎えてくれたバイトらしき店員さんだけでやっているようだ。

「うちに来てくれたのは、初めてですよね？」

「はい。おいしそうな匂いにつられました」

「まあ、うれしいこと言ってくれるのね。お通し、お出ししてもいいかしら？」

「はい、いただきます」

　当たり前に出すのではなく、確認してから出す心遣いが良いお店だなと感じさせる。オーダーしたレモンサワーと共に出されたお通しは、小鉢に入ったキノコのあんかけ豆腐。おいしそうだと飲む前にまず食べる。

「わあ、おいしい」

　風味豊かな味わいで、素朴な感じもして、心がほっこり温まった。半分くらい食べてから、レモンサワーを飲む。

「はー、最高」

「まあ、最高な誉め言葉だわ。ありがとうございます。注文お決まりになったら、お声をかけてくださいね」

「はい！」

　卓上型のメニューを見ながら、隣の人が食べている物を横目で見る。もつ煮か、おいしそうだな。我が家のとは味が違いそう。

「すいません、もつ煮とかれいの煮付けと肉味噌きゅうりをください」

「はーい」

　女将さんに注文してから、レモンサワーを飲もうと手にすると、隣の人から話しかけられる。

「なかなか渋い選択ですね」

「だって、それおいしそうです」

「うん、おいしいですよ」

　かっこいい人と会話しながら食べるだけで、おいしさがさらに増しそうだ。でも、きりっとした澄んだ瞳に見られると恥ずかしくなってしまい、盛り付けしている女将さんへ視線を移した。

　そんな失礼な態度を取る私を気にすることなく、隣の彼は話を続ける。

「見たところ、新社会人かなと思うけど」

「え、そんなの見た目で分かってしまいます？」

「うん。初々しい感じがするけど、落ち着いているから学生さんではなくてこの春に社会人になったのかなと推察したけど、当たったかな？」

「はい、当たりです。じゃあ、私にも推察させてください。えっと、あなたは……」

　こういう場で『あなた』と呼ぶのは気恥ずかしい。年上の人だから『お兄さん』と呼べばいいのかなと思うけど、馴れ馴れしいと思われるかも。言葉を詰まらせた私に、彼は箸袋をこちらに向けた。

　なんだろう？　と首を傾げると、私の前に肉味噌きゅうりを置いた女将さんを彼が呼ぶ。

「女将さん、何か書くもの貸してください」

「はい、どうぞ」

　彼は手渡されたボールペンで箸袋に名前らしき字を書いた。言いよどんだ私の気持ちを察してくれていた。なんて鋭い人なのだろう。

「名刺を持っていたらよかったけど、あいにく今日は休日だから持っていなくてね。俺は西浦瑛介えいすけといいます」

「西浦さんですか。あ、それ私にも貸してください」

　彼の名前の下に私も書いた。

「楠山くすやま奈子なこです」

「奈子ちゃんか。教えてくれてありがとう」

「いえいえ」

　こんな簡単に会ったばかりの人に名前を教えてしまっていいのかなと思うが、先に教えてくれたから返すのが社会人としての礼儀だよね？

　うん、間違っていない。自分の行動に自分を納得させて、女将さんにボールペンを返した。

　すると、西浦さんの隣の席を片付けていたバイトの女の子が「私も」と箸袋を裏返して、『板野美久』と書いた。

「板野いたの美久みくです。二十歳です。よろしくお願いします」

　簡単な自己紹介をしてくれた彼女は笑う時にできるえくぼがかわいい。

「まあ、いいわね。みんなで名前を教え合うなんて、交流が深まって素敵だわ。私にも書かせて」

　女将さんまでもがそこに名前を書く。

「吉本よしもと幸子さちこです」

「吉本幸子さん？　あ、それでさち吉！」

「そうなの、安易なネーミングでしょ？」

「いえ、素敵だと思います。幸せにしてくれるお店という感じがします」

「まあ、ありがとう！　実は、ここに来てくれる人が幸せな気分になれたらいいなとつけたのよ」

　女将さんは「まあ」が口癖のようで他のお客さんとの会話の中でもよく口にしていた。

　レモンサワーを飲み終えて、煮物や煮魚に合うお酒は何かなと料理メニューの裏を見る。ビールかな……でも、日本酒と焼酎の瓶がずらりと並んでいる。

　日本酒はほとんど飲んだことがないけど、隣の西浦さんも飲んでいるから、ちょっと試してみたい。

　でも、種類が多くてどれがいいのか、選び方の基準もわからないので困ってしまった。

「西浦さん、その日本酒おいしいですか？」

「ん？　日本酒飲むの？」

「あまり飲んだことないんですけど、ちょっと試してみようかと思って……」

「まあ。奈子ちゃん、日本酒に興味を持ってくれてうれしいわ。初心者向けのお勧めがあるんだけど、先にお猪口を選んでね」

「わあ、たくさんあるんですね」

　女将さんが差し出してくれた籠の中には形や色が様々なお猪口の数々。ざっと見たところ、二十個は入っている。

　選んだらそれが自分専用になって、毎回それを使って飲めるらしい。つまりマイお猪口というわけだ。また来ていいよと言われているみたいでうれしくなる。

　このお店は日本酒を飲むお客さんが多いようだ。西浦さんが使っているお猪口は下の部分がグレーで上に向かって青色にとなっていくグラデーションできれいな色合いだった。

　西浦さんの隣に座っている人のは、茶色で持つ部分にへこみがある。なるほど、好みは人それぞれだ。

　私は受け取った籠の中からひとつを取り出して「これにします」と選んだ。白地の中に薄ピンク色の蝶が描かれているのがかわいらしいお猪口にした。

「へー、女の子って感じだね」

「はい、女の子ですから。でも、日本酒は全然わからないので、どれを飲んだらいいか……」

「そうだね。俺もそれほど詳しくはないんだよね。さっき女将さんが言っていたお勧めにしてみる？」

　私が頷くと西浦さんが頼んでくれた。

　女将さんは一本の日本酒を手に取って、徳利に注ぐ。比較的小さめな徳利ではあるが、このお猪口に何杯入るのだろうと不安になった。全部飲めるかな？

　女将さんから受け取った西浦さんが「どうぞ」と私のお猪口にお酌しようとしたので、慌てて徳利を奪い取った。

「ど、どうぞ」

　勢いよく取ったものの、注ぐのがぎこちない。徳利でのお酌はあまりしたことがないから、緊張してしまう。

「ありがとう」

「いえ。飲みましょう！」

　にっこりと微笑まれて、まだ飲んでいないのに顔が熱くなった。さっき飲んだレモンサワーで酔ったのかな……。

　いや、西浦さんがかっこよくて、紳士的だからだ。きっとこの人は、例えばバーにいても溶け込むだろう。バーにいたら、もっとかっこいいだろうな。今でも十分かっこいいけれど。

　そんなことを思いながら、ひと口飲む。

「わ、おいしい。飲みやすいですね」

「うん、スッキリしておいしいね」

　くせがなくほんのり甘みがあって、おいしい。これなら何杯でも飲めそう。食べながら飲むとすぐ空になってしまって、また注いでもらった。

「あまり飲みすぎないでね。でも、わりと飲める口なのかな？」

「普通に飲めると思います」

「いいね。飲める子は楽しくて」

「はい、楽しいです」

　会話を楽しみながらふと時間を確認すると、二時間が経過していた。この二時間の間にいろんな情報を得た。

　西浦さんは私よりも十歳年上の三十二歳で、先月末に仕事の都合でニューヨークから日本へ帰国したそうだ。二年ぶりに帰ってきて日本の味が恋しくなり、この『さち吉』にふらりと寄ってから、ほぼ毎日通っているらしい。

「通う気持ち、わかります！　私も毎晩通いたくなるくらい居心地いいもの」

「だろ？」

「まあ！　ふたりしてうれしいこと言ってくれるわね。これ、サービスよ」

「ありがとうございます！」

　女将さんは漬け物の盛り合わせを西浦さんと私の間に置いた。これもまたおいしくて、飲みながらパクパクと食べる。

　おいしい料理においしいお酒、それにかっこいい人との楽しい会話。なんて、素敵なひと時だろう。

　ふわふわと浮かれていたら、締まりのない顔で変な笑い方をする私になっていた。自分ではご機嫌な声を出しているつもりなのに、西浦さんは『気持ち悪い声』だと意地悪く言う。

　でも、意地悪く言われても気にならない。

「気持ち悪いと言われても楽しいからいいんです。楽しいから休み明けの仕事もがんばれそうだし」

「そうか。でもね、あまり気合入れてがんばらなくていいんだよ。がんばりすぎると逆に失敗することもあるからね。

「そっか。うん、そうですよね」

「そうそう。教えてもらったことをちゃんと覚えるだけでいい。最初はね。徐々に自分で考えて動けるようになるから」

「うん、わかった。ちゃんと覚えたら、報告しますね」

　寄りかかっていた体を真っ直ぐに起こして、敬礼ポーズする。ところが、西浦さんが私の肩を抱いて、引き寄せた。

「いいから、今はビシッとしないで甘えてなよ。休みの日に仕事のことなんて、考えなくていい。俺も考えないから」

「えっ……」

　西浦さんの肩に頭を乗せてしまった私は固まった。

　なに？　この状態？　さっきまでのほろ酔い気分が冷めていく。

　甘えてなって、甘えていいものなの？

　二時間前に出会ったばかりの人に？

　いやいや……よくないよね？

「まあ！　すっかり奈子ちゃんがお気に入りになってしまったのね。西浦さん、面倒見のいいお兄さんみたい」

「お兄さん……」

　女将さんが両手を合わせて、和んだ表情をするが、西浦さんは不満そうに低い声を出していた。

　なるほど。西浦さんがお兄さんで、私は妹。妹が兄に甘えるのはよくあることかも。実際私には兄はいない。姉はいるが、あまり甘えたことはない。

　女将さんの言葉をヒントに都合よく解釈した私は、再び力の抜けた声を出す。

「うふふ。優しいお兄ちゃん、いいですね。こんなかっこいいお兄ちゃんに甘やかされるなら、最高かも」

「最高に甘やかしてやるけど……お兄ちゃんじゃない……」

　緩んだ顔で彼を見上げると眉根を寄せて不機嫌そうな表情を見せた。お兄ちゃんという設定がお気に召さないようだ。

　どんな設定なら喜んでくれるのだろう。

　どんな設定なら最高に甘やかしてくれるのだろう。

　気になりつつも疑問を投げかけなかったから、西浦さんの考えを聞くことはできなかった。

　唯一できたのは、来週にまたここで会う約束。

　がんばらなくていいと言われたけど、この約束を励みにしようと、帰り道に丸くなりかけている月を見上げて思った。






　総合商社『ウイング商事』に私はこの春入社した。一か月近くにわたって、新入社員研修が行われ、研修最終日に流通事業部の配属を命じられた。

　この部への配属は私だけだったので心細かったが、先輩たちに温かく迎えられてとりあえず安堵した。

　配属されてから三日後にゴールデンウィークに入ったため、まだたいした業務はしていない。

　私の指導係をしてくれる野口のぐち貴斗たかとさんから説明を受けたくらいだった。野口さんは五年上で、初めての指導係だと彼も緊張している様子だったが、まずはこの部全体の業務内容を丁寧に教えてくれた。

　ゴールデンウィークを終えた今日から本格的な業務を教えてもらう予定になっているので、朝目覚めた時からがんばろうと意気込んでいる。

　空回りしないよう気をつけようと、西浦さんのアドバイスを思い出した。週末には西浦さんに会えるので、笑顔で報告できたらいいな。週末を楽しみにしてがんばろう。

「おはようございます」

「楠山さん、おはよう」

「野口さん、今日からまたよろしくお願いします」

「うん、こちらこそ。今日は朝礼があるからね」

　私の席は野口さんの隣。彼にいろいろ教えてもらうのに一番良い席である。パソコンを立ち上げてから、ノートとボールペンを出した。

　朝礼では大事なことも言うから、最初はメモを取るといいと野口さんにあらかじめ教えてもらっていた。

　九時近くなるとみんな立ち上がって、中央に集まった。私も先輩社員の動きに合わせて、一番後ろに立った。野口さんは真ん中辺りに立っている。

　尾崎おざき次長が「始めます」と第一声を上げる。野口さん情報によると、次長は先月四十歳になったばかりで、部長への昇進を心待ちにしていた。しかし、別の人が部長に任命されたそうだ。その人が今日の朝礼で着任の挨拶をする。

「かっこよくない？」「新部長、かっこいい！」と私より前に並ぶ女性社員たちがざわついていた。

　私の身長は一五五センチと平均よりも少し低いから、前にいる大勢の先輩社員の体が邪魔して、新部長どころか尾崎次長の姿も見えない。

　今必死になって見なくても、あとでゆっくりと拝見できる機会は十分にある。諦めようとつま先立ちしていた足を全部床に着けた時、聞いたことのあるような声が聞こえてきた。

「ニューヨーク支店から来ました西浦瑛介です。二年ぶりに日本に戻ってきました。以前は……」

　途中から挨拶が耳に入らなくなった。

　今、ニシウラエイスケって名乗ったよね？

　一昨日の夜に知り合った西浦さんと同じ名前で同じ声をしている……それにニューヨークから来たと言っていた。

　まさか、同一人物？

　いや、いくらなんでもそんな偶然があるわけないよね？

　でも、いろいろとあの西浦さんの特徴とぴったりだ。あとでゆっくりなんて悠長なことを思っていられない。今すぐに確かめないと！

　人と人との間から顔を覗かせて見るが、姿が見えない。かろうじて見えたのは肩の部分だけ。これだけでは判断しかねる。

　顔を上下に、左右にと落ち着きなく動かしていた私は近くにいた人に不審な目で見られた。そこで、おとなしくなる。

　結局姿が確認できないまま朝礼終了。

　周りの人たちが自分の席に戻っていく中、私は立ち尽くしていた。やはり……違う人ではなかった。

　呆然とする私の顔の前を野口さんが手を振る。

「楠山さん？　どうした？」

「あ、いえ」

「ん？　イケメンな部長に見惚れていたのかな？」

「えっ？　いえいえ、そうじゃなくて……」

　野口さんの指摘に視線の先にいた西浦さんから目を逸らす。

　やばい、今目が合ったよね？

　どこからどう見ても部長はあの西浦さんだった。それに次長と何かを話していたのに、ふたり揃ってこちらに顔を向けた。

　ええっ！　どうしてこっちに向かって来るの？　どこかに隠れたい気分になったが、あいにく隠れる場所は机の下くらいしかない。

　隠れることを諦めて、混乱する私の前にふたりがやってきた。

「こちらはこの春入社した楠山……えっと、下の名前はなにさんだっけ？」

「奈子です」

「そうそう、楠山奈子さん」

　私が名乗ったことで次長は思い出したのかポンと手を叩いた。そんな次長の様子に笑いながら西浦さんが口を開く。

「楠山さんも最近ここに来たんだね。仲間だね」

「いえ、仲間だなんてとんでもないです。私はまだ生まれたばかりのひよこですから、部長の足元にも及びません」

「ハハッ。生まれたばかりのひよこって、ずいぶん謙虚だね」

　西浦さんの笑いに合わせて、次長と野口さんも笑った。咄嗟に出た例えが子供っぽかったかな。

「でも、俺の足元に寄ってきてよ。ちゃんと成長するようにかわいがってあげるから」

　西浦さんが私の肩に軽く手を触れたので、私の心臓はドキッとした。ドキッとしたのは手を触れられたからではなく、西浦さんの言葉にだ。

　さらりと彼は信じられないことを言った。

「えっ、あの、いえ、そんな……」

　返す言葉が思い浮かばず、しどろもどろになっていると、内山うちやまさんが間に入ってきた。

　先ほどの朝礼で西浦さんをかっこいいと言っていた先輩だ。

「西浦部長。私もまだ三年目のひよこなので、ぜひかわいがってください」

「いや、三年も経てば立派なニワトリだと思うけど」

　内山さんは私よりも年上だけど、目がクリっとしていて童顔でまだ大学生にも見えるほどかわいらしい女性。女子力が高く、積極的な人だなとここに配属された時から感心していた。

　今も堂々と自分をアピールするのだから、すごい。

「えー、まだまだひよっこなんですよ。部長のように立派になれるよう指導してください」

「三年経ってもまだ成長していないのなら、ここが合っていないのかもしれないね。あとで人事に相談しておくよ」

「えっ……いえ、普通に成長できていますので、大丈夫です。まだここにいたいです」

「じゃあ、人の手を借りないでがんばって」

　話の流れが別の方向に変わったのを焦った内山さんは「はい……」と肩を落として、自分の席に戻った。

　内山さんよりもやはり西浦さんは、すごい。さすが部長だ。尾崎次長よりも若いのに部長だなんて信じられなかったが、それなりの実力があってのポストなのかも。

　内山さんとのやり取りを呆然と見ていた私に西浦さんは視線を戻した。

　そういえば、私はかわいがると言われて、なにも返していない。今答えるべき？

　その時、「そうだ」と次長がなにかを思い出したかのような声を出した。

「このあと経営会議があるので、そちらに出席してもらいたいのですが」

「ああ、聞いていますよ。十時からですよね。では、そろそろ行ってきます。楠山さん、またあとでね」

「あ、はい」

『また』がいつなのか、『あとで』が何なのかと一日気にしていたが、忙しそうな西浦さんと話をする機会はこのあと一度もなかった。

　しかし、この前は甘えてと言うし、今日はかわいがると言うし、彼はいったい私に対してどうしたいのだろう。

















第二章　甘い指導に戸惑う












　翌日、野口さんから渡された資料を見ながら説明を受けていると、尾崎次長にふたり揃って呼ばれる。

　ミーティングルームに行くと、次長だけではなく西浦さんもいた。ふたりの対面に野口さんと並んで腰を下ろす。ミーティングルームに初めて入った私は落ち着きなく、いろんな方向に顔を動かした。

　ここは少人数での打ち合わせに使うための部屋のようで、長方形のテーブルと椅子が五脚しかない。大きい部屋はどのくらいの人数が入れるのかな。あとで、野口さんに教えてもらおう。

　そんなことを思いながら前を向くと、西浦さんと目が合った。私の様子を見ていたらしい彼は口元を微かに緩めた。

　キョロキョロと顔を動かしていた自分が恥ずかしくなり、肩を竦める。そういえば、ここにはなんのために呼ばれたのだろう。西浦さんもいるとは思わなかったし、心当たりがない。

　次長がテーブルに両手を重ねておいた状態で、話し始める。

「西浦部長からの提案というか要望なんだけど、部長の業務の手伝いをするアシスタント的な人材が欲しいそうでね」

　次長は私たちに向けて言いながら、ちらりと西浦さんの様子を窺う。彼は静かに頷いた。

「そこで、楠山さんが適任かなということになってね」

「えっ？　楠山さんは新入社員でまだうちにも配属されたばかりですよね？」

　次長の言葉に野口さんが戸惑いの質問をする。私も同じことを思った。なぜ新入社員の私に？

「そうだね。でも、アシスタントをしながら覚えられる業務もあるし、部長が指導も引き受けるとおっしゃっていてね。そうですよね、西浦部長」

「はい。他の人をとも考えたけど、みんなそれぞれ担当業務があって忙しいだろうから、余計な業務を増やさないようにしたいなと思って……楠山さんならまだ受け持っている担当はないようだから、ぜひともお願いしたいのだけど、どう？」

「どう？」と訊かれても、どう答えるのがいいのでしょうか？

　今は流通事業部全体のことを教えてもらっていて、まだ実務は行っていない。でも、野口さんから引き継ぐ業務の説明は受けている。量は多くはなく、簡単なことではあるけれど、自分なりにがんばろうと思っていた。だから、突然の提案に困った。

　部長のアシスタントとはわりと重要な役割ではないだろうか。野口さんが新入社員の私には……というくらいなのだから、異例な提案だと思う。

　でも、西浦さんは私が成長できるようにかわいがると言っていた……そのことも含めてならどんな指導になるのかと考えるだけで不謹慎ながらドキドキしてしまう。

　戸惑いながら答えを探していると、野口さんが先に口を開く。

「あの……西浦部長にアシスタントが必要なのはわかります。前部長にも専任ではないですが、みんながアシストする感じでした。ですから、西浦部長も同じようにするのがいいかと思います」

「うん。俺も野口くんと同じことを思って提案したんだけど、楠山さんのためにもなるなと思ってね。部長が直接指導もしてくれると言うしね」

「でも！　楠山さんの指導は私に任せていただきたいです」

　野口さんは立ち上がって、強い意志を伝える。

「野口くんが初めて指導する立場になり、マニュアルを作って張りきっているとは聞いている。そのマニュアルを活用させてもらい、私が指導する」

　西浦さんは野口さんの意見を聞いたけど、自分の要望を決定事項とした。少々強引な感じだが、決められてしまっては反論不可能となる。

　私は受け入れるしかないと思った。野口さんも「わかりました」と首を垂れた。上司にこれ以上逆らうことができなくて、仕方なく了解するしかない。

　次長はこのあと来客の予定があるからと先に戻った。

　作成したマニュアルを見たいから持ってきてほしいと西浦さんが野口さんに頼んだので、西浦さんと私だけがこの部屋に残る。

「あの、正直部長のアシスタントが私に務まると思えないんですけど」

「大丈夫だよ。そんなに難しいことはさせないから。でも、近くで見て覚えられることは多いはず。一応教えるけど、自分で考えて行動してね」

「一応ですか？」

「うん。だって、俺の勝手な気持ちで公私混同させちゃったから」

「えっ？」

　公私混同？　しかも西浦さんの勝手な気持ちで、って……目を大きく見開いて西浦さんを見つめると、彼は人差し指を自分の唇に当て「内緒ね」と笑った。

　私はじっと彼を見つめた。勝手な気持ちってどんな気持ちだろう。しかも内緒にする気持ち？

「いつもそんなふうに俺だけを見ていてほしいんだよ」

「はい？」

「野口くん、明らかに奈子ちゃんを狙ってるじゃない？」

「えっ、いえ、そんなことないと思いますよ」

　西浦さんは何を見て、そんな勘違いをしているのだろうか。

　野口さんは優しい先輩だし、彼も私をただ指導するだけの後輩と見ていると思う。狙われているような発言はなにもされていない。

　今まで、といってもまだ数日しか関わっていないが、その中に野口さんが私を恋愛対象として見ていると思われる部分があったかと思い浮かべる。

　なかったはずと答えを出した時、前方から手が伸びてきて、私の頬に触れた。壁の一点を見ていた私は、その手の主である西浦さんに目を向ける。

「他の男のことなんて、考えなくていいから」

「えっ？」

　もしかして、西浦さんの言う内緒の気持ちとは私に恋愛感情を抱いているということ？

　自分だけを見てほしいという独占欲の表れのように聞こえたけど、本当に？

　いや、でも私たちはまだ出会ったばかりだし、彼から見たら私は妹のようなものだ。西浦さんのような大人でかっこいい人に好かれていると自惚れてはいけない。

　自意識過剰とも言える考えを打ち消そうと首を横に振りかけた時、西浦さんの手が頬から顎へと移動した。それから腰を浮かせて、私に顔を近付けてくる。

　その時「戻りましたー」と勢いよくドアが開いた。

「ちょっと部長！　何しているんですか？」

　タイミング悪く戻ってきた野口さんは持ってきたファイルをバサッと落とす。横目で野口さんを見た西浦さんは小さくため息をついて、きちんと座り直した。

　野口さんは急いで落ちたファイルを拾って、テーブルに着いて私と西浦さんを交互に見る。

「もう一度聞きます。今、楠山さんに何をされて……何をしようとしていました？」

「楠山さんの頬骨辺りにまつ毛がついていて、教えてあげたんだけど、自分ではなかなか取れないから、取ってあげていたところ」

「まつ毛ですか？　楠山さん、本当？」

「はい、本当です。部長、ありがとうございます」

　西浦さんの答えに私も話を合わせた。

　一瞬キスをされるかと思ったが、本当にまつ毛がついていたのかもしれない。だって、オフィスでキスするなんてあり得ないもの。

　まつ毛は取れたのかなと触れられた頬に手を当てると小さく笑う声が聞こえた。笑ったのは西浦さんだ。彼は頬杖をついて私を見ていた。

　どことなく楽しそうに見える西浦さんを私も見ると、野口さんが固い声を出す。

「こちらが用意したマニュアルになります。楠山さんに同じものを渡してあります」

「ありがとう。これを見ながら、今後の打ち合わせを楠山さんとするから、野口くんは業務に戻っていいよ」

「えっ？　いや、急ぎの業務はないので、私も同席させてください」

　立っていた野口さんは私の隣に腰を下ろした。野口さんのスケジュールを思い出す。たしか今の時間は私に取引先の説明をする予定となっていた。

　西浦さんは苦々しい顔で野口さんを見てから、腕時計に視線を落とす。それから、ファイルを開いた。

「私はこのあと営業部長との打ち合わせがあるから……楠山さん、この取引会社一覧の上から順に各社のサイトなどで会社案内を見ていてくれるかな？」

「はい、わかりました。自分のデスクに戻って行えばいいですか？」

「うん。一時間くらいで戻れると思うから、それまで進めていて。なにか気になる部分や質問があったら、メモをしておいてね。あとで答えるから」

「はい」

　この場から私の指導係は西浦さんとなった。忙しい部長業務の合間にちゃんと指導をしてくれるようだ。

　西浦さんはそのまま営業部に行ったので、私は野口さんとデスクに戻った。これからは部長のアシスタントをしながら指導も受けることになるが、私が座る場所はこのままここでいいのかな？

　西浦さんのデスクと自分のデスクを交互に見る。離れていると言えばいるけれど、顔は見えるし、呼ばれたら声も届く範囲ではある。

　それに、部長デスクは他のデスクよりも重厚で大きいし、隣り合わせになっているデスクはない。アシスタントをするからといって、部長デスクの隣に移動することは不可能だろう。

　このままでいいのかも。先ほどのように接近されたら動揺して仕事に集中できなくなりそうなので、距離があったほうが冷静さを保てるに違いない。

　西浦さんの指示通り、一社ごとに目を通していく。取扱商品が多いから、取引先も多い。時間がかかる作業かもと小さく息を吐いた。

　西浦さんは一時間ほどで戻ってきたが、他の部員からの報告を聞いたり、相談を受けたりしていて、時間が空かない。私は忙しくしている西浦さんを時々見ながら、ひたすら取引先の情報を見ていった。






　昼休みになり、同期の粕谷かすや佳那かなと会社の向かい側にあるカフェで日替わりプレートをオーダーする。佳那は入社前から希望していた総務部に配属された。

　私は特に希望する部はなかったので、親しくなった佳那と同じ部になったら楽しいかもと考えていた。

　コンソメスープをひと口飲んでから、佳奈がうれしそうに話しだす。

「昨日の帰りにね、相田あいださんに告白されちゃった」

「えっ？　あの相田さんに？」

「そう、あの相田さんにね。一目惚れだと言うんだけど、信じられる？」

「あー、うん。だって、佳那はかわいいもの。でも、もう告白してくるなんて早いね」

　佳那に告白したという相田さんも総務部に所属している。新入社員研修期間に福利厚生の説明や入社時に必要書類の書き方を教えてくれた人だ。笑顔がとても爽やかなイケメンさんで女子社員に人気があると人事部の人がこっそり教えてくれた。

　私は優しそうなイケメンさんだなとしか思わなかったが、佳那は違っていた。相田さんが総務部だからさらに総務部配属希望を強くして、人事部の人に総務で役に立つ資格をいろいろ取得したとアピールしていた。

　佳那の努力の結果が希望の配属に繋がったから喜ばしいことではある。でも、まさか相田さんも佳那に気があったとは……あ、思い出してみたら、よく佳那に話しかけていたかも。

　佳那は、はにかみながらも弾んだ声を出した。

「まだ返事はしていないけど、昨日の夜は興奮して眠れなかった」

「返事していないの？　即オーケーしたかと思った。いつ返事するの？」

「だって、ちょっと焦らしたいじゃない？　今日返事するつもりだけど」

　昨日の今日で返事するなら、たいした焦らしにならないように思う。でも、佳那がうれしくしているから、私もうれしくなる。いいな、仕事だけでなく恋愛もスタートさせて、毎日が楽しくなりそうだ。

　食後のコーヒーを飲みながら、佳那が私の近況を聞く。

「実はね、昨日赴任したばかりの部長のアシスタントをすることになったの。私の指導はその部長がしてくれることになってね」

「なんでそんなことに？　野口さんっていう先輩が指導していたよね？　問題でもあったの？」

　その問いに私は首を横に振った。野口さんに問題はなにもない。小料理屋で知り合った西浦さんが直属の上司として赴任してきたのが問題だ。

　佳那に出会いから今日までをざっくりと話す。今は詳しく話している時間がない。

「それはまたすごい偶然だね」

「そうなのよ。昨日見た時はビックリしたもの」

「でも、公私混同させてまで奈子に関わろうとするのは、奈子に興味があるんだろうね」

「どんな興味なんだろう？」

「やっぱり恋の相手としてでしょ！　奈子もこれから楽しくなりそうだよね。その部長がどう攻めてくるか考えたらワクワクしちゃう」

　佳那がワクワクするのは勝手だけど、私には不安しかない。仕事はもちろん人の心を惑わせるような言動にも不安を感じる。

　佳那が言うように攻めてこられたら、どう対処したらいいのだろう……。






　午後は引き続き取引先のサイトを見ながら、電話応対をするようにと指示される。電話応対については、新入社員研修で学んだが、まだ実践したことがなかった。

　緊張しながら、鳴った電話を我先にと取った。先輩社員に取り次ぐ電話ばかりではあるけれど、国内だけではなく海外からのもあって、基本は英語でいいと研修で教わっていたので、英語で受け答えをした。

　声が上ずってしまったが、先方が聞き取ってくれたので少し安心した。しかし、電話応対のたびに誰から誰に取り次いだとノートにメモをしていると、取引先情報に目を通す作業が中断されてしまい、なかなか捗らない。

　ノートからパソコンに目を移した時、背後から「ふうん」という声が聞こえた。振り向くとそこには西浦さんがいた。彼は腕を組んで、ノートを覗き込む。

「メモを取るのは大事なことだし、相手の会社や名前を覚えようとするのも偉いけど、わざわざノートに書き写す必要はないよ。そういうのは何度か応対しているうちに覚えられるからね。いちいち中断させていたら、効率が悪くなるでしょ？」

「はい、部長のおっしゃる通りです。なかなか進まなくて、どうしたらいいかなとちょっと悩んでいました。書き写すのはやめます」

「うん。それとこっちのほうだけど」

　西浦さんが取引先一覧を指差したので、私は「はい」と姿勢を正した。

「会社のことだけでなく、各社の取扱商品も調べている？」

「えっ？　ざっと目を通してはいますが」

「例えば、この会社で扱っている主要商品はなに？」

「えっ……すみません、覚えていないです」

　本当にざっと目を通しただけだったから、商品までは頭に入っていなかった。主要商品でさえも答えられない私はなにをしていたのかと怒られるかもしれないと身を縮こませる。

　商品まで覚えるようにと言われていないが、自分で考えてやるように言われていた。覚えることができていないのでは、考えることもできていないと思われているかもしれない。再度謝ろうと下に向けていた目線を上げると、穏やかな顔をしている西浦さんが視界に入る。

　あれ？　怒っていない？

　でも、謝ったほうがいいはず。

「申し訳ありません。二度手間になりますが、もう一度最初から商品もしっかり見ていきます」

「うん、そうだね。時間をかけてもいいから覚えて。楠山さんがこれから仕事していくうえでも絶対役に立つからね」

「はい」

　西浦さんは軽く私の肩を叩いてから、次長と外出した。今日は社に戻らず、直帰するから私は定時になったらあがるようにと言われた。颯爽と出ていく西浦さんの後ろ姿を見送ってから、パソコンに向き合った。

　うん、退社時間まで気を引き締めてがんばろう。

　その後は商品も覚えるようにして、どういう物かわからない商品については原材料など品質も調べた。興味を引かれる商品もあり、そういう商品は調べるのも楽しくて、すんなり頭にも入ってきた。

　意気揚々しながら進めていたら、定時になったことを野口さんに教えてもらうまで気付かなかった。

「楠山さん、時間だから帰ってね」

「ありがとうございます」

「うん、お疲れ様でした。あ、そうだ。明日の夜、時間あるかな？」

「明日ですか？　えっと、特に予定はないので時間はありますが」

　デスクの上を片付けながら、首を傾げた。野口さんはたぶん食事に誘おうとしている。ただの同僚としての誘いならいいけど……ふと西浦さんの言葉が思い出される。

　野口さんが私を狙っていると言ったあの言葉が浮かんだ。そんな素振りは全然感じられなかったから否定したけど、まさかこの誘いが狙っていることになる？

「よかった。週末に歓迎会が予定されているけど、個人的に歓迎会させて」

「個人的な歓迎会ですか？」

　聞き返す私に野口さんは軽く頷く。個人的という部分が気にはなるが、歓迎会という名目なら問題はないだろうと判断して、了承した。






　翌日、前日と同じミーティングルームで西浦さんと向き合っていた。私がやるアシスタント業務の説明を受けている。

「とりあえずやってもらいたいのはスケジュール管理。雑用で申し訳ないんだけど、スケジュール表の見方はわかるよね？」

　私が頷くと、西浦さんは優しく微笑んで話を続ける。タブレット端末を使って、スケジュール表を見せてくれた。

「出張先の前にわかりやすくアスタリスクをつけておくから、この記号がある出張の新幹線や航空券の手配をして。泊まりの場合のホテルは自分で手配するから、奈子ちゃんは精算書を作成してくれる？　手配の方法や作成の仕方はわかる？」

「はい。新人研修で教えてもらいました。わからないことがあったら、聞いてもいいですか？」

「うん、間違えて手配したら困るから、不安な部分があったら遠慮なく聞いて」

「はい、わかりました。出張に私が同行することはないですよね？」

　私が同行してできることはなにもないだろうけど、一応彼のアシスタントだから念のため聞いてみる。西浦さんは微かに顔を斜めにして、私を見る。

「ん？　俺がいないと寂しいから一緒に行きたいと言ってるの？」

「えっ？　どうしてそんな解釈になるんですか？」

　とんでもない解釈に目を丸くした。同行するかどうか聞いただけなのに、なぜ寂しいとなってしまうのか……。

「俺が寂しいからだよ」

「えっ？」

「なんでそんなにもビックリした顔をするの？　昨日も言ったよね？　公私混同させているって」

「それは聞きましたけど……」

　昨日は西浦さんが私に好意を抱くという、自惚れた考えを打ち消した。でも、勘違いではなかった？

　彼が真剣な眼差しで見つめてくる。その眼差しにドキッと胸が高鳴った。そんな目で見つめられたら、動揺してしまう。

「俺は一日中奈子ちゃんと向き合っていたいのに、奈子ちゃんは違うの？」

「私は……一日中、西浦さんと向き合っていたら疲れるような気がします」

「俺といたら疲れるの？　そんなこと言われると傷つくな」

「あ、いえ、あの、ごめんなさい。会社での西浦さんは部長じゃないですか？　だから、まだ慣れないというか緊張するので、この状態が続くのは疲れるかなと思いまして」

　西浦さんが本気で傷ついた表情を見せるから、慌てて言い訳した。けれど、疲れるというワードはやはり外せない。

　部長だからというのではなく、今のように真っ直ぐと見つめられると心が落ち着かなくなって疲れるというのが本心だけれど、それは恥ずかしくて言えない。

「結局疲れるんだね。どうしたら、疲れなくなる？　俺と話していて、奈子ちゃんが疲れるのは嫌だ」

「嫌だと言われましても……」

　子供のように口を尖らせる姿にまた心が揺れ動いて、返す言葉に詰まった。

　部長ではない顔を見せる西浦さんに親しみやすいかわいさを感じ、思わず胸がきゅんとなる。私はギャップがある人というか、違う一面を見せられると弱いのだ。

　彼はさらに私の鼓動を高鳴らせることを言う。ここがオフィスだということを忘れてはいないだろうか。

「俺は奈子ちゃんの顔を見るだけで、疲れが吹き飛ぶのにな。会社だけでなく家にも奈子ちゃんがいたらいいのにと思うのに、奈子ちゃんは違うんだね」

「あの、それはどういう意味で言っています？」

　何度か好意を持っているような発言を西浦さんはしているけど、ハッキリと言われていない。彼はわざと言わないで、私の反応を楽しんでいるのだろうか。

　真意を探ろうと西浦さんの瞳を見つめる。彼も同じように私を見ていた。どういう意味で質問してきたのかと逆に思われているのかも。

「どういう意味かどうかは奈子ちゃんが考えて。でも、悪い意味じゃないからね」

「ええっ、そんなー。西浦さん、あ、部長……」

　途中まで言ってから口を手で押さえた。西浦さんが何度も『奈子ちゃん』と呼ぶから私までつい呼び方がくだけてしまいそうになった。

　ここはオフィスで、彼は私の上司だ。さち吉で出会った飲み仲間ではない。慌てる私を西浦さんは笑う。

「ふたりだけの時は部長と呼ばなくていいよ。下の名前で呼んでくれたら最高にうれしいけどね」

「下の名前？」

「うん、知っているよね？　ちょっと呼んでみてくれる？」

「もちろん知っていますけど。えっと……瑛介さん……」

　知っているけど、そう簡単に呼べないと伝えたかったが、私を見る西浦さんの目力に怯んで、呼んでみた。

　初めて下の名前を口にして、恥ずかしくなってもじもじする私を満足そうに西浦さんは笑う。

「いいね。今度からそう呼んでね。ところで、野口くんからはなにも言われていない？」

「いえ、今まで通りに西浦さんと呼ばせてください。それで、野口さんからは……あー、実は、今夜個人的な歓迎会をしてくれるというので」

「は？　個人的な歓迎会？　それ、オーケーしたの？」

「はい……」

　西浦さんは一瞬身を乗り出したが、すぐに深く腰掛けてから大きなため息をついた。そのため息にとてつもない不安を感じる。野口さんから誘われたことを言うべきではなかった？

　腕を組む西浦さんは顔を上に向かせて、なにかを考えていた。もう一度大きく息を吐いてから、体を元の位置に戻す。

「あいつさ、本当に……」

「はい？」

「あー、なんていうか……んー、やっぱりね。でも……」

　西浦さんは混乱しているのか、頭の中を整理しているかのようにブツブツ言う。言いたいことがまとまるまで私は待った。

　待った時間は一分ほどだが、長く感じた。西浦さんは表情を硬くした。

「俺の身勝手な感情だけど」

「はい？」

「あいつとふたりだけで会ってほしくない。勝手なことを言っているのは承知しているけど、今夜の約束は断って」

「えっ、断る？　どうしてですか？」

　身勝手だという感情の核心部分に触れずに断るようにと言われても、納得できない。その感情が知りたいというのに、西浦さんは私の質問に答えないうえ、視線まで逸らした。

　話も仕事のことに戻されてしまい、改めて聞くに聞けなくなる。今後の業務についての話がひと通り終わると西浦さんはさっさと出てしまって、残された私は頭を抱えた。

　なんで断ってほしい理由を言ってくれないの？

　どうして不機嫌な顔を見せるくせに気持ちを聞かせてくれないの？

　ちゃんと理由を教えてくれたら、断るのに……。

　頭を抱えること数分、私は決断した。今夜は断ろうと。

















第三章　強引な求愛に揺れる












　総務部から預かってきた新幹線の切符を持って、西浦さんのデスクの前に立つ。私に気付いた彼はパソコンを見ていた顔を上げた。

「部長、明後日の切符用意できました」

「ああ、ありがとう。あ、楠山さん。この書類なんだけど、ＰＤＦにして会議のフォルダに入れておいて」

「はい、かしこまりました」

　切符と交換に渡された書類は五枚。件名を見るだけで、昨日西浦さんが出席した会議の書類だとわかる。基本、会議書類は共有フォルダに入っているが、これは追加された書類のようだ。軽く目を通してから、複合機でスキャンニングする。

　背後に人の気配を感じて、振り返ると野口さんが紙を持って並んでいた。たしか十五分後に行われる会議のセッティングをしていたはずだと、数分前に会議室に向かっていった姿を思い出す。

　野口さんは持っている紙を私に向かって差し出す。

「楠山さん。悪いけど、これを二十部コピーして、持ってきてくれる？」

「はい。急ぎますね」

「うん、よろしく」

　急に会議資料が追加されるのはよくあることのようだ。この部に配属されてから二週間経って周囲の動きや業務の流れが少しわかるようになってきた。

　まだまだわからないことは多いけど、先輩たちが優しく教えてくれるので助かっている。特に気にかけて見てくれるのは野口さんだが、彼には個人的な歓迎会を断ってから話をするだけで申し訳なく思ってしまう。

　あの時は先約があったことを忘れていたと断ったから、また時間が合う時に行こうと言われた。その後今日までに二度誘われたけど、用事があると断った。

　野口さんのことが嫌いではないので、食事くらい行ってもいいとは思うけど、西浦さんに『断って』と言われたことがずっと心に引っ掛かっていて、応じられないでいた。

　会議室に資料を届けてから、飲み物を買おうと自動販売機に行く。ふたつある自動販売機のうちのひとつの前で身を屈ませて緑茶のペットボトルを取り出している西浦さんがいた。

　彼のことを考えているちょうどその時に偶然現れるのは困る。

　西浦さんは私の姿を確認してから百円玉を二枚入れた。「どうぞ」と押すように促される。

「すみません、ありがとうございます」

「いや、このくらい気にしないで。少し時間あるなら、そこで話さない？」

　私は西浦さんに買ってもらったペットボトル飲料とお釣りを手にして、頷いた。自動販売機の横には小さな休憩室がある。ドアはなく、廊下から中が見える。今は他に誰もいないその部屋にある椅子に私たちは並んで座った。

　私は握っていた硬貨を西浦さんに差し出す。

「お釣りです。ありがとうございます。いただきます」

「ああ」

「先ほど頼まれた書類はフォルダに入れました」

「うん、ありがとう」

　西浦さんはペットボトルの蓋を開けてから、首を上に動かして緑茶を流し込む。なんの捻りのないごく普通の動きなのに、私は囚われたかのように眺めていた。

　横顔もかっこいいし、喉の動きとか男らしいな。西浦さんって、たぶんモテるよね？

　そんなことを思いながら、不躾に見ている私に西浦さんの目がちらりと向いた。

「じっと見られると恥ずかしくなるんだけど。奈子ちゃんは飲まないの？」

「あ、すみません。飲みます」

　見ていたことを指摘されて、急いで蓋を開けた。こんなところで見惚れていたなんて恥ずかしい。

「顔を赤くして、かわいいな。うん、かわいい」

「えっ、いえ。今日暑いですよね？　暑いと顔が赤くなるので恥ずかしいです」

「外は暑いけど、社内は冷房入っているからそんなに暑くないよね？　奈子ちゃん、ごまかすの下手だね」

　クスクス笑われてしまい、私はさらに熱くなった頬に冷たいペットボトルを押し付けた。冷静にならないといけないから別のことに話題を変えたい。かわいいとかさらりと言わないでほしい。

　話題を探すべく脳をフル回転させた。でも、私が何かを思いつくよりも先に、西浦さんが別の話をした。

「明後日は一日いないけど、次の日にさち吉で会わないか？」

「えっと、土曜日にですか？」

「うん、そう。また一緒に飲もうと約束したけど、実現できていないじゃない？　こっちの都合でキャンセルしてしまって悪いなと気になっていてね」

「そんな、悪いだなんて。仕事だったんですから、仕方ないですよ。土曜日、なにも予定がないので大丈夫です」

　さち吉でまた会おうと約束したのは初めて会った日の帰り間際だった。楽しい時間を過ごせたから、一週間後に近況報告も兼ねてまたここで会おうと決めた。

　西浦さんは仕事に対して意気込みを見せる私を心配して、一週間どんな感じに勤めたのか聞きたいと言っていた。私も西浦さんに聞いてほしいというか、また会いたかったから彼の誘いに同意したのだった。

　だけど、さち吉で会うよりも先にオフィスで会い、西浦さんに急な取引先との打ち合わせができてしまい、約束は流れた。

　新たな約束をしないで「また今度時間があったら」という社交辞令的な言葉を言われて、内心落ち込んで、確かな約束が欲しいと思った。

　でも、部長である西浦さんを安易に誘えなくて躊躇していた。だから、この誘いはうれしい。週末に楽しみができると仕事もなぜか楽しくなった。






　いよいよ明日だと思いながら、西浦さんのデスクに目を向ける。彼はグループ会社に直行及び直帰なので、今日オフィスには来ない。

　明日は楽しみだけど、今日一日顔も見られなければ、声も聞けないのは寂しい。以前、いないと寂しいかと聞かれて否定したが、実際こういう状況になると寂しくなるんだと単純な自分に心の中で苦笑した。

　今日は次長も有給休暇中で不在である。部長も次長も不在だからなのか部の空気が緩やかに感じる。明日休日だからというのもあるのだろうけれど。

　私は研修レポートを昨日から書いている。入社してから半年は、一か月に一度レポートを提出するようになっている。提出日は来週末ではあるが、昨日から少しずつ取り組んでいた。

　人事部提出前に教育係に見せて、押印してもらう。教育係である西浦さんに見てもらうのは緊張する。西浦さんに提出する前にこっそりと野口さんにチェックをお願いしている。

　野口さんは私の頼みを快く受け入れてくれた。野口さんの要望を聞かずに、自分の要望だけを聞き入れてもらうことに罪悪感があった。

　でも、そのことを恐縮して謝ると、気にしなくていいと優しく答えてくれた。

　今日も野口さんは優しく、気遣ってくれる。

「楠山さん、進んでいる？」

「はい、なんとか」

「まだ一週間あるから焦らなくても大丈夫だよ」

「でも、部長は厳しいので不安なんですよ」

　野口さんなど先輩たちが西浦さんに書類を提出して、厳しくチェックされて、指導を受けているのを何度か見ている。

　みんなのためを思っての指導だが、西浦さんの強い口調にちょっと怖いと感じた。私もあんなふうに注意されたらどうしようとひそかにおびえていた。

「部長、楠山さんには甘いから大丈夫」

「甘いでしょうか？」

「うん。ねえ、部長は楠山さんに甘いよね？」

　野口さんは自分の見解に間違いがないことを確かめるように、向かい側に座る人に聞く。その人は野口さんのひとつ年下で黒縁メガネをかけた伊藤いとうさんという男性。

「そうですね。甘いように見えます」

　私は首を捻った。ミーティングルームでふたりだけの時の西浦さんは確かに甘いが、周囲の視線がある場所では一応気にしているのか、甘さを消しているように思う。

　先輩たちのように厳しくされてはいないけど、甘く見える部分があったのだろうか。しかし、甘いと断言されるのは恥ずかしい。

　肯定するのも恥ずかしくて、つい否定的に返してしまう。

「私にはわかりませんが」

「わからないのなら、わからないでいいよ。そのほうが俺にとっては好都合だから」

　好都合って……野口さんの対抗心むき出しの発言に伊藤さんが笑う。

「野口さんもわかりやすいですね。でも、相手が部長ですからね」

「伊藤、余計なことを言うなって」

「はいはい。楠山さん、困っていますものね」

　話を振られても、私は苦笑するしかできなかった。野口さんとは深く関わらないようにと避けているが、彼の気持ちは周囲に知られているようで私は身の置き所がなくなりがちだ。






　さち吉に行けることが楽しみな私はゆっくり寝ていられる休日なのに、仕事に行くのと同じ時間に目が覚めた。

　ベッドの上で体を起こして大きく伸びをしながら、ふと枕元に置いてあるスマホを見た。メッセージが受信されたランプが点灯している。

　誰からなんの用事かな？

　わっ、西浦さんからだ！

　急いでメッセージが届いているアプリを開く。時間を確認すると日付が変わった時に届いていた。

『今日、楽しみにしてる』という短い言葉ではあるけれど、私の心は弾んだ。まだ寝ているかなと思いながらもすぐに返信する。『私も楽しみです』と。

　ワクワク感を表そうとウサギが飛び跳ねているスタンプを押した。スタンプを使うなんて子供っぽいと思われるかもしれないけれど、とても楽しみだと伝えたかった。それに対して、了解という犬のスタンプが届く。まさか、西浦さんがかわいいスタンプ使うとは……その後しばらくベッドで悶えてしまった。

　約束の時間は夜の七時。それまで部屋の掃除をしたり、買い物に行ったりとのんびりした休日を過ごした。

　約束の時間が迫ってきて、ダイニングテーブルで夕食を取っている両親に声をかける。

「出掛けてくるね」

「さち吉の女将さんによろしく伝えてね」

「はーい」

　この前私がさち吉に行ったと話したら、両親は揃って笑顔を見せた。ふたりともさち吉に行ったことがあって、女将さんのこともよく知っていた。

　私が子供の頃からある店だし、我が家から徒歩五分という近さもあって、ふたりが行ったことがあるのは不思議なことではない。

　両親のことをすぐ女将さんに話そうと、さち吉のドアを開けた。「いらっしゃいませー」と今日も元気のよい美久ちゃんに出迎えられる。

　顔を緩ませて「こんばんは」と入るとすでに座っている西浦さんが右手を挙げた。彼の前には、早々と徳利とお猪口に肉じゃがの入った器が置かれている。

「西浦さん、早いですね」

「うん、お腹空いたから早くに来ちゃったよ」

「連絡いただけたら私も早くに来たのに」

　私が西浦さんの隣に腰を下ろすと女将さんがおしぼりを渡してくれる。

「女将さん、うちの両親がよろしく伝えてと言ってました」

「えっ、奈子ちゃんのご両親？　奈子ちゃん、苗字はなにさんだっけ？」

　キョトンとした顔をする女将さんは私が『楠山』と答えると、両手を合わせてにこやかに笑った。

「まあ、楠山さんの娘さんだったのね。そうそう、もうすぐ娘さんが社会人になると前に聞いたことがあったわ。今度はぜひご両親と一緒に来てね」

「はい」

　女将さんが私の前にマイお猪口を置いてくれる。西浦さんが徳利を私に向けた。

「この前奈子ちゃんがおいしいと飲んでいたお酒。これでいい？」

「はい、ありがとうございます」

　彼に注いでもらって、お互いのお猪口で乾杯をした。まず喉が熱くなるけど、滑らかに通っていく。うん、今日もおいしい。

　西浦さんも私と同じタイミングで飲んで、同じようにテーブルにお猪口を戻した。ここで会えたことがうれしくて、頬が緩む。

「奈子ちゃん、仕事はどう？」

「どうって……えっと」

　彼はどういう意味で聞いてきたのだろう。オフィスでの私のことは知っているくせに何を知りたくてわざわざ聞くのかと返答に迷った。

　ひと口大のじゃがいもを食べながら、西浦さんは柔らかい視線で私を見る。純粋にどうなのか知りたいという目に見える。

　私は近い距離で見つめられるのが恥ずかしくなり、交わる視線を外して、呟いた。

「普通です」

　西浦さんが求めている答えと違うかもしれない。新入社員として緊張することは多いが、教えてもらいながらいろんなことができるようになったし、他の社員たちともそれなりにコミュニケーションが取れていると思うから、なんの問題もない。

　普通に仕事をしていて、普通に会話を楽しんでいるけれども、普通に疲れも感じる。疲れるからといって仕事上では特別大変なことはなにもないし、困ることもない。だから、普通という答えに至った。

「普通か。俺からしたら、奈子ちゃんがいることが普通じゃなくて戸惑うんだけどね」

「どういうことですか？」

　意外な言葉に瞳を揺らして、西浦さんを見た。彼はちょっと照れたように笑う。

「どういうことって……異動先に奈子ちゃんがいて、かなり動揺したよ。あんな再会、普通あり得ないよね？」

「たしかにビックリしましたけど、そういう偶然もあるのかなと思いました」

「その偶然を奈子ちゃんはどう思った？」

　なんだか「どう？」と意見を求められることが多い。ここはオフィスではないから、今は上司というフィルターを外して西浦さんを見るようにしているのに、彼の聞き方にはオフィス感がある。

　しっかり自分の意見を考えて述べよと言われているような感じ。だから、述べますとも。

「実は運命的な偶然に感じて、うれしくなりました。でも、ちょっと残念にも思いました」

「どうして、残念と思ったの？」

「ここで会えて、またここで会う約束をしたからものすごく楽しみにしていたのに、毎日顔を見る機会を与えられてしまったから、特別感が薄れたようで残念になりました」

「今も残念だと思ってる？」

「んー、どうなんでしょうね？　わかりません」

　肩を竦めて、明確には答えを出さなかった。曖昧に返したのは、西浦さんに惹かれている自分の気持ちをハッキリこうだと伝えられないからだった。

　お猪口の中身が空になると、また西浦さんが注いでくれる。徳利をこちらに渡してもらい、私も彼に注いだ。

　しかし、話が途切れてしまい、ここだけ静かな空気が流れる。仕事と関係のない話をしようと話題を探すが、どうしてもオフィスでのことばかりが浮かんでしまう。共通する話題にはなるのだけれども、せっかくの休日だから避けたい話題でもある。

　困ったな。いろいろと話せるのを楽しみにしていたから、沈黙したくないのに。

「昨日、困ったことはなかった？　レポートは進んでいる？」

　こちらが避けようとしている話題を西浦さんが提供してきた。同じオフィスにいるから避けられないことなのかも。微かに苦笑いして、返事をする。

　業務上で困ったことはないけれど、昨日顔が見られなくて、寂しくなってちょっと困ったことは内緒にしておこう。

「なにもないです。レポートは野口さんに教えてもらいながら進めています」

「野口くんか。あいつからはその後なにも言われていない？　また誘われたとか」

「誘われましたけど、断りました」

「なぜ？」

「だって、西浦さんが嫌だと言ったから。断らずに行けばよかったですかね？」

　西浦さんに断ってと言われたから、律義に誘われるたびに断った、西浦さんに言われたからなのに、なぜと聞かれてちょっと腹立たしくなる。

　少々とげとげしい口調になった私を見て、西浦さんは目を見開いた。私の態度が意外だったのかも。私はオーダーして届いたばかりのキノコのサラダを食べてから、ため息をついた。

　なぜと聞くのはおかしいし、ひどくない？

　上司の言うことを従順にきいたというのに。

　口を尖らせる私に西浦さんの大きな手が乗る。

　ん？　なに？　今度はなに？

　西浦さんの言葉や行動には、混乱してしまうばかりだ。

「いや、断ってくれてうれしい。ねえ、奈子ちゃん」

「はい？」

「俺と付き合わない？」

「はい？　ええっ！」

　さらりと伝えられた言葉に私の頭は大混乱だ。「付き合わない？」って交際の申し込みだよね？

　どうして今この場で？　ここは申し込みされる流れではなかったはず。

「そんなにビックリしないでよ。何度か奈子ちゃんを気に入っていることは言ったでしょ？　野口くんのことも奈子ちゃんを独占したいからだとわかるよね？」

「まあ……でも、そんなこと言われましても、あの、その」

　脳内が整理できなくて、言葉が続かない。彼が私に恋愛感情を抱いているのを感じてはいたけど、突然言われると気持ちがついていかない。

「返事、もらえるかな？」

「返事ですか……あの、つまり西浦さんは私が好きということでしょうか？」

「もちろん。じゃなくちゃ、付き合ってと言わないよ」

　気持ちを確かめる私に、西浦さんはちょっと拗ねた顔を見せる。当たり前だと言わんばかりだけれど、私は戸惑った。

　私も彼に惹かれているのは確かだけど、好きかと聞かれて彼のように『もちろん』と断言できない。

　彼のことをひとりの男性として好きと言える自信がない。上司として見るようにしていたから、自分の気持ちがハッキリとわからない。

　こんなにかっこよくて、優しい人に求められるのは素直にうれしいけど、今は返事に悩む。

　短い時間で必死に考えた結果を伝える。

「すみません。西浦さんの気持ちはうれしいのですけど、西浦さんのことは上司として尊敬しているし、頼りにもなるお兄さんみたいだなと見ていて……付き合うという対象として考えたことがないので、ごめんなさい」

「そうか。じゃあ、返事は保留にしておくね」

「えっ？」

　私、今ちゃんと断ったよね？

　ごめんなさいと言ったよね？

　それなのに、保留にするって……なんで？

　私の心の疑問が伝わったのか、西浦さんは微笑んでから答えをくれた。

「今は付き合うことを考えられないようだけど、奈子ちゃんから付き合いたいと思ってもらえるようにかんばるから、俺のことを意識してみて。それとかなりがんばるから覚悟して」

「ど、どんなふうにがんばるというのですか？」

「そんなの教えないよ。でも、絶対にうれしい返事をもらえるようにするから」

　西浦さんに惹かれている気持ちがあると伝えると、期待を持たせてしまうだろうからとあえて言わなかったのがいけなかったのかも。

　彼のがんばる宣言になにをされるのだろうかと少々不安がつのった。

　でも、なにをしてくれるのだろうと期待する気持ちもあって、複雑な思いを抱える夜となった。






　週明けの月曜日の昼休みに、佳那とカフェで向き合う。佳那は相田さんとの交際をスタートさせていて、週末はお泊まりデートをしたという。

　もうお泊まりしたのかと私が驚くと、大人の恋愛はもたもたしないものだと明るく言われた。佳那は「楽しかった」と何度も言っては、顔を綻ばせている。

　私のほうはどうなっているのかと聞かれる。もちろん西浦さんとの関係だ。前話した時に佳那は恋の予感がすると言っていた。

　佳那の予感が的中したと、今日までの西浦さんの行動と告白されたことを話した。

　私の話に身を乗り出すようにして佳那は聞いていた。すっかり私たちは食事をしていた手を止めている。

「私は自分の気持ちに確信が持てなくて、断ったんだけど、保留にすると言われて困っていて……」

「そう、断ったのね。でも。その返事を保留にされたの？」

「うん、ちゃんと断ったんだよ。それなのに諦めないというか」

「そうだね。諦めてないし、自信があるんだね」

「自信？　どんな？」

「奈子が絶対自分を好きになるという自信よ。すごいな。でも、好きじゃなくても付き合ってから好きになることもあるからね。それにもう奈子はかなり惹かれているようだから、好きになるのは時間の問題だと思う。だって、告白されてうれしかったでしょ？」

　佳那の意見に私は動揺した。うれしかったかと聞かれて、確かにうれしいと感じたからだ。

　それに、気持ちをうれしいと西浦さんにも答えていた。

「うん、そうだけど……やっぱり今は付き合うと考えられないかな」

「そう？　でも、これからもっと攻めてくるだろうね。楽しそう」

「楽しそうって。もう佳奈、ひどい」

「ひどくないでしょ？　私は、奈子がすぐに落ちると思っているからね」

　真剣に悩んでいる私を佳那は笑った。そんなにも人の恋の行方が楽しいのか……。






　しかし、佳那の予感はそれから一週間が経過したある日、また当たることとなった。

　その日、私は初めて会議に出席した。部内のグループ会議だから規模が小さいものだけど、初めての経験に前日から緊張していた。内山さんに頼まれて、会議資料を作成する手伝いもした。

　会議が始まる前に野口さんが私の肩を叩く。

「軽くセッティングを教えるから、先に行こう」

「はい」

　今日の会議は十二名で行う。ふたつのテーブルを並べて、椅子の数を確認する。今日はおのおのがパソコンを持ち込んでの会議になるが、プロジェクターを使用する時の準備方法もついでに教えてもらった。

　椅子を片側に六脚並べながら、野口さんに聞いた。

「誰がどこに座るという決まりみたいのはあるのでしょうか？」

「大きな会議だと進行役や管理職の人は前のほうに座るけど、今日の会議はどこに座ってもかまわない。だけど、中心となるリーダーが中央に座ることが多いかな」

「今日は部長も出席されますよね？」

　次長は出席しないが、西浦さんは内容把握のために出席したいと自らの申し出があった。

　私は最後に並べた椅子の背もたれを掴んだ状態で、端から端までを見る。西浦さんはどこに座るのか、私はどこに座ったらいいのかと考える。

「ああ、部長も出席するけど、どこに座るかは本人に……あ、お疲れ様です」

　野口さんがドアを見たから、私もそちらに顔を向けた。誰かが入ってきたのだというのは感じたが、まさに今名前を挙げた人物だとは思いもしない。

「俺はどこでもいいからね。今回は、ここに座らせてもらうよ」

「はい、どうぞ」

　西浦さんはドアから遠いほうの一番端に座った。西浦さんが入ってきたことでいつの間にか会議時間直前になっていたことに気付く。教えてもらいながらの準備だったからいつもよりも時間がかかっていたようだ。他の出席者も次々と入ってきて、適当に座っていく。

　私と野口さんは急いで自分のパソコン等を取りにいった。再び会議室に戻って、私は戸惑った。最後に入ったのは野口さんと私になったが、空いている席が西浦さんの隣とその隣だったからだ。

　なぜみなさん、部長を避けて座ったのか……たまたまなのかな。野口さんは私をちらりと見てから西浦さんの隣に座ろうとしたが、西浦さんに制止された。

「ここは私のアシスタントの楠山さんが座って」

「あ、わかりました。では、ひとつずれます。楠山さん、ここね」

　野口さんは一瞬不満げな顔をしたけど、すぐに動いた。

　まさか西浦さんと野口さんの間に座ることになるとは……小声で「失礼します」と伝えてから、腰を下ろす。今日の進行役はグループリーダーである。

　資料を開くようにと言われ、私は焦った。

　あれ、どこにあった？　どのファイルを開いたら……あ、メールで連絡が来ていた。えっと、そのメールは、どれだったっけ？

　メールボックスを開くがたくさんの受信メールがあって新しいものから順に見ていくと時間がかかる。目だけを右に左にと動かした。みんなちゃんと資料を見ている。自分だけが見ていないことに冷や汗が流れてしまう。

　そうだ、検索しよう。

　検索欄にカーソルを動かしていると、隣から手が伸びてきて、私の右手に重なった。

　えっ？　西浦さんの手？

　西浦さんのほうに顔を向けようとしたが、それよりも先にすぐ近くから小さい声が耳に届いた。

「ここにあるから」

「あ、ありがとうございます」

　私のほうに体を寄せて、教えてくれた。無事資料を開けたことに安堵したが、鼓動は別の意味で変わらず速いままだった。

　いきなり重ねられた温かい手と耳元で聞こえた優しい声にドキドキが止まらない。会議に集中しようとしても、言葉は右から左へと抜けていくだけで留まらない。一応目で資料は追ってはいるけれども、内容はまったく入ってこない。

　これではいけないと、私は自分の両頬をバチンと叩いた。静かに動いていたつもりだったのに、思いのほか音が響いてしまってみんなが私に注目した。

「楠山さん、どうした？」

「あ、すみません。なんか突然眠気が来たので、しっかり目を開けようとしました。申し訳ありません」

　リーダーに不審な目で問われ、萎縮して私は謝罪した。私の謝罪にみんなが笑う。西浦さんもクスクス笑っていた。

　西浦さんのせいではないけれど、西浦さんのせいだ。心の中で八つ当たりをしてしまう。資料の場所を前もって確認していなかった自分が悪いのだけれど。

「しっかり目を開けようとして、偉い、偉い」

　頭を下げつつも横目で西浦さんを見たのがいけなかったのか、彼はいきなり私の頭を撫でてきた。

「えっ、いえ！　全然偉くなんてないですから」

　思いも寄らない西浦さんの行動に慌てて、彼の手を離してもらおうと頭を動かす。人に頭を撫でられるのは子供の時以来で気恥ずかしい。それにこんな人前でなんて。

　私たちのやり取りをぽかんと見ていたリーダーがハッと我に返って、立ち上がった。

「部長。あの、偉くはないと思います。寝ないように努力するのは当然ですから、あまり楠山さんを甘やかさないほうがよろしいかと……」

　リーダーの意見は正論だ。私はうんうんと軽く頷いた。他の人たちも苦笑しながら頷いている。そして、みんな西浦さんに注目した。彼がどんな発言をするか興味津々な顔で。

「そうだな。ついかわいくなってしまってね。うん、みんなの前では控えるようにするよ」

　西浦さんの手は私の頭から離れたが、今度は肩に触れる。

　なぜ今度は肩に？

　彼は凝視する私に顔を寄せてきた。

　な、なに？　こんなに注目を集めている場で何するつもり？

　耳に息がかかるくらい口を近付けてきた。私は固まるしかない。

「寝ないでね」

「は、はい！」

　ひとことだけ言って、すぐに離れたから、ホッと肩の力が抜けて、ため息が漏れる。心臓に悪いことをしないでいただきたい。

　私だけではなく、あちらこちらから安堵のため息が漏れていた。みんな何をするんだろうと固唾を呑んで見守っていたようだ。

　重ね重ね会議を中断させてしまって申し訳ないし、とにかく恥ずかしすぎる。今度こそしっかり集中しようと決心した。

　会議は一時間半で終了した。片付けと会議室の施錠は私ひとりでできるからと野口さんに伝えた。野口さんは任せてくれて「よろしく」と鍵を私に託した。

　全員が退室したのを確認してから、テーブルと椅子を整頓しようと動く。全開したままのドアがコンコンとノックされた。

　ノックしたのは西浦さんで、彼は後ろ手でドアを閉めながら入ってくる。脇目もふらず私のほうに向かってくるから、会議中での接近を思い出して胸が高鳴った。

　動揺する気持ちを感じ取られないようにと軽く深呼吸をして、淡々とした声を出す。

「どうされましたか？　なにか用事でも？」

「うん、ちょっと時間があるから奈子ちゃんと話したいと思ってね」

　話と言われて、浮かんだのは彼のがんばる発言。どんなことを話そうとしているのかと身構え、業務を逃げ口上に使う。

「話ですか？　なにか業務のことで？」

「うん……まあ、そうだね」

　珍しく躊躇いがちに言うから、もしかしたら本当に業務上の話で会議中上の空だったことのお説教だろうかと心配になる。もう一度ちゃんと指導係である西浦さんに謝罪しようと姿勢を正した。

「先ほどは本当にすみ……えっ……」

　頭を下げようとしたけれど、動きを止めてしまう。なぜなら彼が手を握ってきたからだ。

　会議中に重ねられた時と同じ温かさが伝わる。私はその手を見てから、ゆっくりと顔を上げた。至近距離で交わる視線に心臓が大きく跳ねた。

　西浦さんの表情は説教する厳しい顔ではなく、穏やかな顔で目も口も弓なりになっている。私は目を何度か瞬かせた。

「あの、西浦さん？」

　オフィスでは、『部長』と呼ぶようにしているが、ついふたりだけになると名前で呼んでしまう。西浦さんも他の人がいたら『楠山さん』なのに、ふたりだけの時は『奈子ちゃん』になる。

　彼は用心深いようで、絶対に誰にも見られない時でしか名前では呼ばない。だけど、私が名前で呼ばれるたびに、ドキドキと心が落ち着かなくなっているのを知らないだろう。特に交際を申し込まれてからドキドキの速度が増していて、今も心臓が壊れそうなくらいに暴れている。

　かなり西浦さんのことを意識しているからドキドキの頻度が増えている。もうそろそろ保留を取り下げてもいいのかもしれない。佳那にはすぐ落ちると言われた。言われた時はそんなことないと思ったけど、気持ちがかなり傾いていて、落ちる寸前になっている。

　今こそ伝えるべき時かもと、西浦さんを真っ直ぐと見据える。しかし、彼は予想外のことを口にする。

「奈子ちゃん、最近疲れている？」

「えっ、疲れて？」

　突然体調を心配されて、目が点になった。私の頬を西浦さんが握っていないほうの手で触れる。

「うん。会議に集中できていなかったよね。社会人になってからの緊張が絶えずあって、疲れが出てきたのかなと思ったけど、違う？」

「いえ、違います」

「そうなの？　それなら、なんで集中できなかったの？」

　西浦さんは眉根を寄せた。

　どうしよう……ここは正直に伝えないで、疲れていると答えたほうがよかったのかもしれない。

　ううん、嘘はいけない。

「すみません。できましたら、怒らないでもらいたいのですが」

「ん？　奈子ちゃんに対して怒るつもりはないけど、理由を話して」

　頬に触れていた手も握られていた手も離れる。真剣に聞こうとしているようだ。逸らすことなく、しっかりと彼の目を見た。

「実は……西浦さんが隣にいることを意識してしまって、集中できませんでした」

「俺を意識して？」

「はい。資料の場所を教えてくれた時に手を……その、重ねてきたから、それで意識してしまいました」

「あー、あの時か。他の人にはあんなふうに教えないけど、奈子ちゃんだからつい触れたくなってね。でも、それで意識してくれたのはうれしいね」

　笑う西浦さんは再び私の手を握った。私は握られた手を見る。

「今も意識してくれている？」

「はい、ドキドキしています。あの……保留を取り下げてもいいでしょうか？」

「保留？　ああ、例の？　返事を今くれるっていうことかな？」

　私は首を縦に振ってから、口を開いた。

「私、西浦さんと付き合います。よろしくお願いします」

　返事を告げた瞬間、ぐいっと引き寄せられて彼の腕の中におさめられた。突然のことに目が丸くなる。頭上からうれしそうな声が聞こえてきた。

「ありがとう。そんな理由で集中できていなかったのなら、怒れないよ。大いに褒めたくなる」

「いえ、絶対に褒められることじゃないですよ？」

「そんなことない。俺のことばかり考えるなんて偉いよ」

　彼は偉い、偉いと何度も私の頭を撫でた。撫でられるのは気持ちいいけど、恥ずかしくなる。そっと顔を上げると視線がぶつかった。

　西浦さんは身を屈ませて、顔を近付ける。息がかかるほどの距離になって、目を閉じると手よりも熱のこもった唇が私の唇に重なる。

　触れるだけのキスは、とても温かくて優しいキスだった。
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第四章　嫉妬する姿が愛しい












「じゃあ、また明日。おやすみ」

「はい、おやすみなさい」

　西浦さんと付き合うようになって、毎晩電話で話をしてから寝るようになった。一日の終わりに彼の声が聞けるのはうれしい。

『奈子の声を聞くと一日の疲れが吹き飛ぶ』と西浦さんは言ってくれる。私も同じで電話から聞こえる彼の声に日々癒やされている。

　毎日オフィスで顔を合わせていて、さらに毎晩電話までするなんてラブラブだねと佳那にからかわれるが、実はまだデートというものをしていない。

「うそっ！　デートしてないの？　会社帰りのご飯とかも？」

　ただいま佳那といつものカフェでランチ中。佳那には彼と初めてキスした日の夕方、偶然に廊下で行き合ったので簡単な報告をした。詳しい話は改めてということで、今話している。

　佳那も同じようにオフィスラブをしているが、毎晩電話はしないそうだ。だから電話を毎日しているくらい仲良しなのに、デートをしていないことにビックリされた。

　私は「うん」と頷いて、パスタをくるくるとフォークに巻く。佳那はさらに聞いてくる。

「うんって、それでいいの？　デートしたくないの？」

「いいとは思っていないし、デートもしたいと思っている。でも、まだ付き合ってから十日くらいだからそんなものじゃないの？　私は定時で帰れるけど、西浦さんは遅くまで仕事していることが多いから、時間がないのよ」

「んー、確かに忙しい人だろうけど、少しくらい時間はあるでしょ？　それに奈子が返事した日に盛り上がって、食事するとかホテルに行くとかしなかったの？」

「さすがにいきなりホテルはないでしょ……その日の夜は、彼に得意先の人との食事会があったから、なにもなかった。でも、今帰ったと電話くれたからうれしかった」

「そう、奈子がうれしいならいいけど。でも、奈子から誘ってもいいんじゃない？　かわいい彼女から誘われたら、食事する時間くらい作ってくれるって」

「私からか……そうだね、誘ってみようかな」

　西浦さん、私から誘ったらどんな反応をするかなと考えたら、期待に胸が膨らんだ。






　翌日の午後、二時間ほどデータ入力を集中しておこなったあと、休憩室で炭酸飲料を飲みながら悩んだ。誘ってみると言ったものの、どう切り出せばいいものなのか。

　いきなり時間がないかと聞くのはおかしい。違うことを話して、その話に持っていく……んー、難しい。昨夜、早速予定を聞こうとしたけど、結局言えなかった。

　テーブルに頬杖をついて考えている私の肩を誰かが叩いた。もしかして、西浦さん？　と顔を上げると、そこにいたのは総務部の相田さん。相田さんと佳那は毎週必ず休日デートをしているらしい。羨ましい限りである。

「前に座ってもいいかな？」

「どうぞ、どうぞ」

「どうしたの？　なにか困っているように見えたけど」

「仕事のことではないので、大丈夫です」

「仕事以外のことでも話せるなら話してよ。楠山さんは佳那の友だちだから、他人という感じがしないんだよね」

　相田さんは屈託なく笑った。私が佳那と仲が良いからだろうけど、普段からよく話しかけてくれていた。

　仕事の話よりも天気や食べ物の話題が多く、実のところどうでもいいようなことを話している。相田さんはただ佳那の彼氏として印象良く見せようとしているのだろうと思う。

　しかし、親しげに話しかけてくるから、勘違いされることもある。相田さんが私に気があるとか。そんな勘違いを同じ部の先輩たちにされたので、私は否定した。私が付き合っているのは西浦さんだと話せば誤解されることはないのだろうけど、私から付き合っていることは内緒にしてほしいと申し出た手前、話せない。

　でも、相田さんは私たちのことを知っている。佳那が話していた。佳那は相田さんにしか話していないし、相田さんには口止めしてある。

　私たちのことを知る相田さんになら、悩みを聞いてもらってもいいかな。

「実は彼をデートに誘いたいと思っているのですが、どう話せばいいかなと思っていまして」

「そんなの簡単だよ。ねえ、映画観にいこうよとか、温泉に行こうよとか軽く言ったらいい。付き合っているのだから、堂々と誘えるよね？」

「堂々とはどうでしょう？　いきなり誘ったら変に思われません？」

「楠山さんは変なことを気にするね。彼女から誘われて変だとは思わないよ。まずうれしいと思うに決まっている」

　本当かなと半信半疑の思いで相田さんを見る。佳那に誘われたら、相田さんは大喜びするだろう。だけど、西浦さんはどうだろう？

「喜んでくれますかね？」

「大丈夫だって！　絶対喜ぶよ！」

　熱く断言する相田さんは、その勢いからなのか私の手をギュッと握りしめた。突然のことにビックリして、思わず体が後退しそうになる。

　その時、頭上から冷たい声が落ちてきた。

「なにしてるの？」

　ハッと、私と相田さんは同時に顔を声がしたほうに向ける。そこには不機嫌そうな顔で私たちを見下ろす西浦さんが立っていた。いつの間に彼が？

　……っていうか、手、手！　相田さん、手を離して！

　西浦さんの視線が私たちの手にあることに気付いて、私は急いで相田さんの手を振り払った。相田さんはまだ突然出没した西浦さんを呆然と見ている。

「君、総務部の人だよね？」

「は、はい……相田と申します」

　ぽかんとしながらも相田さんは名乗る。西浦さんは相田さんを一瞥したあと、私に目を向けた。

「これとどんな関係？」

「こ、これ？　あ、相田さんは私の友だちの彼氏です」

「は？　友だちの彼氏になんで手を握られているの？」

　私が答えるよりも先にこれ呼ばわりされた相田さんが立ち上がって、謝罪した。

「すみません。楠山さんの悩みを聞いていたら、つい熱くなってしまって」

「悩み？」

　西浦さんは眉の端をぴくっと動かして、訝しげな顔をする。その態度に怯んだのか、相田さんは「あ！」となにかを思い出したかのように声を上げた。

「俺、これから打ち合わせがあるんだった。すみません、失礼します」

　えっ？　相田さーん、待ってーー。

　私の心の声は届かない。相田さんは憮然とした態度を見せる西浦さんを前にして、逃げた。無責任な相田さんをいつまでも気にするよりも、今は西浦さんにちゃんと話さなければならない。絶対に彼は誤解しているから。

　西浦さんをおそるおそる見上げる。まだ怒った顔をしている。

「西浦さん、座りませんか？」

　見下ろされると威圧感があって、怖いです……私の隣の椅子に座るよう勧めた。彼は盛大なため息をついて、勧めた椅子に座る。

「なんであんなのに触られているの？」

　上書きするように私の手をふわっと握る。西浦さんの握る手は優しい。怒っているはずなのに、優しい。

「ごめんなさい」

「で、悩みはなに？　俺が聞いてやる。あんなのに相談しないで」

　私の悩みにアドバイスしてくれた相田さんがあんなの扱いされるのは、かわいそうだけど、これ以上この人を不機嫌にするわけにはいかない。

「私の悩みは……どうデートに誘えばいいかなということです」

「デート？　誰が誰を誘う話なの？」

「私が西浦さんをです」

　私の答えに彼は瞳を揺らした。

「えっ？　俺を誘う？」

「はい。私、西浦さんとデートがしたいです」

「あー、うん、俺もしたい。だからといって、それをあんなのに……」

　まだあんなの扱いしているが、西浦さんの頬は少し赤みを帯びていた。そんな顔、初めて見る。もっとそんな顔が見たい。

「もしかして、妬いてくれたんですか？」

　私の問いに彼は額に手を当てて、顔を隠すようにした。赤くなっている頬は隠しきれていない。そんな彼の様子がうれしくなって、口元が緩む。

　西浦さんは額に当てた手を少しずらして、隙間から私を見る。

「妬くに決まっている。奈子ちゃんが男と仕事の話をしているだけでも気になるというのに、手を握られるなんて殴りたくなった」

「えっ、殴ってはダメですよ」

「わかってる。だから、何を話していて、握られたのか全部教えて」

　一部始終を話すには恥ずかしい部分もあるけれど、話すことで彼を安心させられるのならと、私は包み隠さず全部伝えた。

　話し終えた私の手を強めに握ってから、よく見る優しい目で微笑んだ。安心したようだ。

「そんなかわいい悩みだったとはね。ちょっとまだ今週末も時間が取れるかわからないけど、できるだけ取るようにするから、行きたいところを考えておいて」

「はい、わかりました」

　西浦さんもデートしたいと言ってくれたし、デートする時間を作ってくれると言うからうれしくなった。






　しかし、お互いの思いが同じであっても、願いは叶わない。西浦さんの業務が突然激務になったのが一番の原因だ。

　その諸悪の根源は尾崎次長にある。先週営業部との懇親会があった。いわゆる合同での飲み会だ。

　営業部の部長は次長の同期で、去年から部長職に就いている。和やかに進んでいた懇親会の流れは酔った営業部長が発した言葉で変わった。

「尾崎ー。お前なんでこの春に部長にならなかったんだよ。何していたんだ？　まあ、実際尾崎よりも西浦くんのほうがはるかに優秀だから仕方ないか。残念だけど、お前はあと十年経たないとなれないな。俺は同期として悲しい」

　白々しく泣きまねまでする部長をその場にいた誰もが、悲しいなんてまったく思っていないのにと次長を気の毒に思った。しかも営業部長はそんな空気が悪くなる発言をしたあと、用事があるからと先に帰ってしまう。

　残された次長はヤケ酒だろう次から次へと手酌で日本酒を飲んでいた。

「次長、飲みすぎですよ」

　いたわる声をかけたのは西浦さんだった。だけど、西浦さんの心配する気持ちは次長に伝わらない。だから、懇親会の翌日に営業部長でなく西浦さんに逆襲した。

「西浦部長は優秀なんだから、もっといろんな場に出たほうがいいですよ。これとこれとこれも、対応をお願いします」

　今まで次長がおこなっていた業務の半分を部長に回したのだ。もちろん西浦さんは異を唱えたが、次長は半強制的に押し付けて『任せました』と消えた。自分が懇意にしている得意先に朝から出掛けて、夕方まで帰社しない。

　業務に支障をきたすわけにはいかず、西浦さんがやむを得ず請け負う形となった。そのせいで私たちはさらにデートする時間を持てなくなった。






　会議終了後の片付けをしているとドアが開く音が聞こえて、パッとそちらに顔を向けた。

　もしかして西浦さんかと思ったが、期待外れで野口さんだった。最近いろんな場面で西浦さんが出てこないかと期待してしまう。デートができないだけでなく、なかなかふたりきりになれる機会もないからよけいに。

　彼が用務でミーティングルームにでも呼んでくれたらいいのだけど、とにかく忙しいのでみんながいる場所で私に指示をするだけの時間しかない。これも全部次長のせいだと思うと、恨みたくなる。

　表情を曇らせる私を気にすることなく、野口さんは目の前まで歩いてきた。

「お疲れ様です」

「うん、お疲れ様ー」

　沈む声を出す私に反して、野口さんの声は明るい。

　西浦さんの業務スケジュールがハードすぎるせいで、野口さんと関わることが増えている。業務指示は西浦さんからされるし、やり方も教えてくれるが、確認したい時に不在なことが多い。それで一番聞きやすい野口さんを頼ってしまう。

　野口さんは快く教えてくれるので、助かってはいる。

　だけど、必要以上に距離が近くなっているのを感じる今日この頃である。今もなんの用事があって、わざわざここまで来たのだろう。

「今日中にと言われていた書類だけど、先方の都合で打ち合わせが延期になったから明日まででいいよ」

「そうですか。わかりました」

　デスクに戻ってから伝えてくれればいいことなのにと疑問に思う。

「それとね」

「はい？」

「今夜一緒にご飯食べない？」

「あ、申し訳ありませんが……」

「楠山さん、いつも断るよね。仕事のこともいろいろ話したいからたまにはいいじゃない？」

　野口さんは相変わらず誘ってくる。仕事の話と言われても、誘いに応じるつもりはない。今回も断っているのに、いつもより押してくる。

「本当にごめんなさい」

「ねえ、俺真剣に楠山さんのことを考えているんだけど」

　詰め寄ってくる野口さんからは真剣というよりも、鬼気迫る恐怖を感じて、後退る。だけど、腕を掴まれた。

「ごめんなさい、放して……」

「好きなんだ」

「えっ？」

「楠山さんのことが好きなんだよ。だから、付き合って」

　まさかここで告白されるとは……。

　意志の強い目で見つめられるのが怖くなり、視線を横にずらしてもう一度謝る。

「ごめんなさい」

「彼氏いないって言ってたよね？　大事にするから付き合ってください」

　野口さんは私の腕を掴んだまま、頭を下げた。歓迎会の時に彼氏の有無を聞かれて、いないと答えた。でも、今はいる。あの時とは状況が違う。

「ごめんなさい。実は……今は付き合っている人がいます」

　何度謝っても、野口さんは諦めないどころかどんどん距離を縮めてくる。

「誰と付き合っているの？　うちの会社の人？」

「はい、そうです。相手は西浦さんです」

「西浦部長？」

「はい」

　彼の名前を言えば今度こそ諦めてくれるだろうと思ったが、考えが甘かった。野口さんの掴む手の力は強くなる。痛い……痛みから顔を歪ませても放してくれない。掴んでいることを忘れてはいないだろうか？

「部長なんて、年が離れすぎだよ。あんなおっさんなんて、やめたほうがいい」

「年は関係ないと思います」

「楠山さんが傷つくだけだよ」

「私が？　どうしてですか？」

　なぜ傷つくと言われるのか、納得がいかない。

「部長には大人の人が似合う。楠山さんみたいなかわいい子を部長が選んだのは気の迷いだよ。若い子をちょっと味見したいだけに決まっている。だから、飽きたらすぐ捨てられるに違いない。その時に楠山さんが傷つく姿は見たくない」

　野口さんはずいぶんと勝手なことを言っている。西浦さんのことをよく知りもしないで、憶測で言うなんて失礼だ。

「西浦さんはそんな人ではないです」

「楠山さんは騙されているんだよ。純粋な楠山さんに部長は合わない」

「そんなこと……」

　反論しようとした時、ドアがノックされた。野口さんは完全に閉めていなかったようで、少し隙間が開いていたことに今気付く。

　ゆっくりと開かれたドアから顔を出したのは、西浦さんだった。確か彼は会議終了後に外出予定があったはずだ。それなのに、なぜここに？

「なにしてるの？」と聞く声は低くて、迫力があった。まだ西浦さんの登場にビックリしているのか野口さんはなにも言えずに固まっていた。

「その手、離せよ」

「手？　あ！　すみません」

　ずっと掴んでいたことにやっと気付いた野口さんは慌てて離した。西浦さんは私の隣に並んでから、私の腰に手を触れてグイっと自分のほうへ引き寄せた。突然のことに少し体をふらつかせた私の頭は彼の肩に寄り添うようになる。

　彼の怒りを含んだ声はまだ続く。

「なにか力説する声が聞こえると思ったら……野口くん、俺の彼女になに言ってたの？」

　西浦さんの鋭い視線に野口さんは、一瞬怯んだ表情を見せたものの反論した。

「部長が本気で楠山さんを好きなようには見えません。付き合っていると聞きましたが、物珍しさからですよね？」

「は？　何をどう見て、そう思っている？」

「ふたりが不釣り合いに見えるからです。部長からしたら楠山さんは若いし、楠山さんからしても部長と付き合うのを無理してるように見えます」

「見えます、か。それは野口くんの見解であって、俺たちの気持ちじゃないよね？　俺は楠山さんが若いから遊んでみようとか、考えたこともない。真剣に彼女を想って、大事にしてる。楠山さんも俺を同じように想ってくれている。そうだよね？　奈子ちゃん」

　西浦さんに寄り添って、彼の思いを聞いていた私は自分に話を振られて、顔を上げた。野口さんには冷たい目を向けていたが、私を『奈子ちゃん』と呼ぶ目は柔らかい。

　野口さんは西浦さんの言葉だけでは納得していない。私も自分の気持ちを正直に伝えなければならない。

　ふたりのこれからのために。

「野口さん、もう一度言います。私も西浦さんが好きなので、野口さんの気持ちに応えられません。ごめんなさい」

　西浦さんの腕に手を添えて、頭を下げた。これで完全に諦めてくれたらいいのだが、どうも諦めの悪い人のようだ。

「俺はいつでも待っているから。部長に振られたり、飽きたりしたら言ってね」

　私の返事を聞くことなく、野口さんは穏やかに笑って、会議室を出ていった。

　ドアが閉まったのを確認してから、西浦さんを見る。彼は困ったような顔をしていた。私も野口さんの反応に困っている。

「本当に勝手なヤツだな。もしまたなにか言われたら、言って。それと、今夜空いている？」

「今夜は総務部の同期の子とご飯を食べる約束をしています」

「じゃあ、ご飯食べてからでいいからそのあとの時間を俺にちょうだい。今夜、うちにおいで」

「えっ、西浦さんのお部屋にですか？」

　西浦さんは微笑んで、頷いた。彼の住むマンションは、私の家の最寄り駅から近い。なので、私の家からも近くて徒歩十五分くらいである。だから、最初の出会いはお互いの家の近くである『さち吉』だった。

　うん、そんなに遠くはないし、明日は休みだから少しくらい遅くなっても大丈夫かな。それに何よりも彼が誘ってくれたことがうれしい。

　場所が初めて行く彼の部屋でも躊躇うことはない。

「はい、行きます」

「うん、よろしく。これから外出だからあとで連絡するね」

　西浦さんは私の肩を抱いて、頬にキスを落とす。彼が出ていってから、私は緩んだ顔が引き締まるまでのんびりと片付けをした。






　そして、夜。佳那との食事を終えてから、私は謝った。

「ごめんね」

「気にしないでよ。私も同じように彼に誘われたら、そっちを優先にするもの。それより、よかったね。お泊まりの準備がしてあって」

「いや、泊まりとは決まってないよ。話するだけかもしれないし」

「何言ってるのよ。付き合っている男女が話だけで終わらないでしょ？　楽しんでね」

　実は食事をしてから、佳那の部屋に泊まる予定になっていた。西浦さんに予定を聞かれた時、そこまで言わなかったのはお誘いがあるかなと思ったからだ。

　彼との待ち合わせ場所はオフィス最寄り駅。駅の改札口近くで西浦さんの姿を認識した私は小走りで近寄った。

「お疲れ様です」

「うん、お疲れ様。行こう」

　自然に繋がれた手をそっと見る。やっぱり西浦さんの手は温かくて好きだ。

　西浦さんの部屋へ行く前に、コンビニに寄った。

「西浦さん、ご飯まだですよね？」

　残業していた彼は夕食を取っていないからなにか食べ物を買うために寄ったのだろうと私は解釈した。だけど、その解釈は間違っていた。

「夕食はオフィスでカップ麺を食べたよ。明日、休みだから泊まってくれる？　泊まるのに必要なものあるだろうから、買うものをここに入れて」

　ここ、と西浦さんは持っていた買い物かごを差し出した。少しはにかんだ笑顔を見せる西浦さんの耳元に顔を近付けた。

　彼は私の接近に「どうした？」と聞く。他の人に聞かれたくないから、小声で話す。

「実は、お泊まりセット持っています。だから、大丈夫……」

「えっ、どうして？」

　普通いつでも泊まれるようにしているとは思わないだろう。私もいつも用意できているわけではない。佳那のところに泊まる予定にしていたと伝えると、彼はうれしそうに笑った。

「泊まる場所が変わったんだね。俺のとこに来てくれて、ありがとう」

　飲み物と明日の朝に食べるよう食パンを買って、西浦さんの部屋に入る。初めて入った私は落ち着きなく、リビングルームを歩く。

　大人の男性らしくシンプルでシックな部屋で、物が少ない。隣に寝室があると教えてくれたが、落ち着かないとはいえそこまでうろうろできない。

　外の景色を見ようと窓に足を向けた時、後ろから腕を引かれた。一歩踏み出していた足がそこで止まり、彼の胸辺りに後頭部が接触する。

「奈子ちゃん」

「は、はい……」

　背後から抱きしめられて、私の体は硬直した。振り向いて、西浦さんの顔を見たいと思うのに、密着されている状態が恥ずかしくて動けない。腹部に回されている手は優しいのに力強さも感じる。

　首筋に柔らかくて、温かいものが触れる。微かにその場に湿り気を感じた時、それが彼の唇だと気付いて、体が熱を帯びる。やっぱり、顔が見たい。ゆっくりと振り返ると首筋に埋めていた顔を起こした西浦さんと視線がぶつかる。

　どちらからともなく唇が近付いて、深いキスを交わした。彼の熱い舌に同じくらい熱くなっている私の舌が絡む。

「抱いてもいい？」

「はい。でも、あのシャワーを浴びさせて……」

「我慢できない。今すぐ抱きたい。ダメ？」

「いえ、ダメじゃないです」

　ちゃんと私の意思を確認してくれる。彼の抱きたいという欲望に私も同じだと意思表示するのは恥ずかしいが、迷いはまったくない。

　私をベッドに横たわらせてから、西浦さんは自分のシャツを脱いで、均整のとれた上半身を晒す。色気のある表情とその体に思わず視線を逸らしてしまう。

　かっこよすぎて、凝視できません……胸の高鳴りが急速度で上昇していく。赤くなっているであろう私の頬を彼は両手で包み込んだ。

「奈子ちゃん、かわいい。好きだよ」

「西浦さんがかっこよくて困ります」

「フッ。なにそれ？　もっと困らせることしてあげる」

　不敵な笑みを浮かべた彼は私の唇を塞いで、服の上から胸に触れた。キスを深くしながら、私の衣服をひとつひとつ脱がせていく。

　とろけるキスに脳内もとろけていた私はあっという間に一糸まとわぬ姿にされてしまった。

　触れ合う肌と肌の温度はどんどん上がる。特に彼の口や手が触れた部分が熱くなっていく。触れていないところはないのではと思うくらい、体全身に彼の体温を感じた。

「西浦さ……ん」

　私の熱くとろけた部分に彼の熱情が入ってきて、離れないよう彼にしがみついた。体のすべてが密着して、溶け合う。同時に私たちは体を震わせた。

「奈子……好き」

「私も、好き……」

　初めて結ばれた私たちはお互いに息が上がっていたけど、その乱れた呼吸が彼の優しいキスで徐々に整っていく。ギュッと抱きしめられて腕の中におさまる。

　微かに上下する彼の胸に気持ちよく頭を預けた状態で今さらなことを尋ねた。

「西浦さんはいつから私を好きになってくれたのですか？」

「唐突な質問だね。いつからか……たぶん初めて会った時からかな。さち吉では自分の気持ちに気付いていなかったけど、今思うと一目惚れだったと思う」

「えっ、一目惚れ？」

　相田さんが佳那に一目惚れしたと聞いた時は、かわいい佳那ならあり得ると思ったけど、私はあり得るような容姿ではない。

　信じられなくて、顔を起こした。

「奈子ちゃんがさち吉に入ってきた時、きれいな子だな、タイプな子だと思ったのは事実だよ。でも、かなり年が離れていることがわかって、俺みたいなおじさんは相手にされないなとこっそり落ち込んだのも事実。だけど、運命的ともいえる再会をしたから、ついがんばってしまった。がんばったというか、どんどん奈子ちゃんに惹かれていって、自分のものにしたいと思ったんだけどね」

　初めて聞く彼の気持ちは私をうれしくさせた。

「私も初めて西浦さんを見た時、かっこいい人に出会えてラッキーだと思いました」

「本当に？」

「私もきっと最初から惹かれていたのだと思う」

「そうか。それはうれしいし、良いこと聞いた。奈子ちゃん、おいで」

　起き上がって、西浦さんを見下ろしていた私は腕を引っ張られた。また彼の胸に顔を付ける。

　滑らかな肌から伝わる規則正しく動く心臓の音を聞いていると、瞼が重くなっていった。
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第五章　出張の夜は甘い












　外はどんより曇っている。天気が悪いのに気温が高いから、この季節が嫌いだと思う人も多いであろう梅雨の季節となった。

　不快感が増す日々ではあるが、西浦さんを見るだけで不快感が消されていくから不思議だなと口元を緩ませていると、その西浦さんに呼ばれる。

「楠山さん、来週の出張だけど」

「はい。切符の手配はできています」

「うん、それはわかっている。その出張に同行して」

「同行？　私も行くのですか？」

　予想もしていない同行命令に首を傾げた。西浦さんの外出に付き合ったことはまだ二回しかない。それなのに突然一泊出張に同行する？

「うん。以前取り引きしていたところとまた取り引きができるよう話をしに行くのだけど、今後の勉強にもなるから一緒に行こう」

　私の今後の業務のことを考えて言ってくれている。ふたりだけで出張とはいえ、泊まりで出掛けることに少々動揺してしまったが、これは仕事とよこしまな考えをした自分を戒めた。

「わかりました。では、私の分の手配もしますね」

「ちょっと待ってください。まだ新入社員である楠山さんが同行するには早くないですか？」

　私たちのやり取りを聞いていた野口さんが立ち上がって、西浦さんに異を唱える。西浦さんは妨害しようとする野口さんを見て、眉根を寄せた。

「指導係である私が決めることだよ。野口くんには関係ない」

「それでしたら、私もご一緒させてください。先日私の担当するヤマシナ紡績さんの工場を見学したいと話していましたよね？　方面が同じなのでそちらにも行きませんか？　先方はいつでも見学してくれてもいいと言ってくれているので、これからアポを取ります。出張も一度で済みますので、どうでしょうか？」

「ヤマシナさんか。……行けなくはないな。二日目の午後だったら時間あるから、それでアポ取れたら教えて」

「はい、わかりました」

　西浦さんは野口さんの提案を受け入れたが、大きくため息をついたのを私は見逃さなかった。すぐにアポイントメントは取れたので、私は野口さんの分の出張手配もした。

　前途多難に思える出張ではあるが、西浦さんと二日間一緒に過ごせることに内心喜んだ。






　出張の待ち合わせ場所は新幹線ホームの改札口前だったけど、西浦さんと私は最寄り駅で先に合流した。

　揃って現れた私たちに野口さんは案の定顔をしかめた。三列シートの窓側に座るよう私は西浦さんに指示された。隣には西浦さんで、その隣には野口さんだ。やはり野口さんはここでも顔をしかめたが、何を言わずにタブレット操作を始めた。

　西浦さんはノートパソコンを開く。移動時間でも仕事をするふたりを見て、私もなにかしたほうがいいのかとタブレットをバッグから取り出す。

　起動させながら、あくびが出た。取引先との面会時間の都合によって、いつもよりも早く家を出たので、早起きもした。だから、ついあくびが出てしまった、

　いたたまれない気持ちで口を押さえる私を西浦さんが笑う。

「移動中は自由に過ごしていいよ。寝ていてもいい。到着する前に起こしてあげるから」

「いえ、さすがに寝ません」

　仕事をしている上司の横では寝ないと決意を示したけど、窓から流れる景色を見ていた私はいつの間にか意識を手放していた。

「奈子、起きて」と西浦さんに耳元で囁かれるまで……。






　午後に訪問した取引先は以前仕入れ先として取り引きしていた会社。この会社が扱っていた商品の品質低下から取り引き中止となっていたが、落ちてしまった品質を以前よりもずっと良いものへと向上させたので、ぜひ売買契約をお願いしたいと交渉の話が来た。

　相手先の商品に対する評価や業績など検討した結果、再度取り引き開始へと進んでいる。最終確認として、今回会社訪問をする運びとなった。

　出張指示を出したあと、西浦さんから目を通しておくようにとこの会社に関する資料を渡されて、過去のことを含めて熟読して、理解した。いくつか気になる点は彼に確認をして、私も問題なく取り引きのできる会社と判断した。

　西浦さんはこの会社を私に担当させたいと言った。まだどこの会社も担当をしていない私が過去の仕入れ先だったとはいえ、一応新規取り引きになるところを担当するのには正直荷が重い。だけど、西浦さんが私を信頼して、サポートもしてくれると言ったからがんばってみようと引き受けた。

　今、私は担当者として紹介をされている。

「今後は楠山が対応しますので、楠山まで連絡をしてください」

「はい。楠山さん、よろしくお願いします」

「こちらこそ至らない点が多々あるかと思いますが、できる限りご希望に添えるようがんばりますのでよろしくお願い致します」

　丁寧に挨拶したあと、先方の担当者ふたりと握手を交わした。

　夜の六時から懇親会を用意してくれていたので、私たちはホテルにチェックインをして、荷物を置いてから、指定された料亭に向かった。

　こちらが三人だから合わせたのか先方も三人だった。だけど、私以外は全員男性だし、私が一番年下なので、おとなしく相槌を打ちながら話を聞いた。

　西浦さんが品質低下による業績不振からの立ち直り経緯を詳しく聞いていた。社員の意識改革として自社が扱う商品以外の知識を得るための教育をし、他社からの信頼回復を図るために品質ひとつひとつを一から見直し、自分たちでも使いたいと思えるものを作り出したという。

　一度失った信頼を得るのは難しい。思うようにいかなくて、潰れてしまうこともある。話を聞いていてかなりの苦労がみえた。ここまで回復できたことを西浦さんも野口さんもよかったですねと心から伝えていた。

　懇親会を終えて、三人でホテルに向かいながら、私は隣を歩く西浦さんに話しかける。

「他の会社の人との懇親会は初めてでしたが、とても勉強になりました」

「うん、よかったね、これからもこういう機会は増えると思うよ。今回は真面目で誠実な人たちだったから仕事の話だけで終わったけど、なかには仕事の話を全然しない人もいるから気をつけてね」

「そうですか。はい、気をつけます」

　取引先との懇親会は意見交換会だと思っていたから、仕事の話をしないでどんな話をするのだろうと不思議になった。野口さんもうんうんと西浦さんの言葉に同意する。

「楠山さんはかわいいから、心配だよね。懇親会とか飲み会に誘われたら、まず誰かに話して問題なく行ってもいいものか確認したほうがいいよ」

「うん、野口くんの言う通りだよ。女性はいろいろと不利な部分があるからね。ひとりで参加することだけはやめて」

「なるほど。わかりました。その時は部長や野口さんに相談しますね」

　私が納得すると、ふたりは安心した顔を見せた。しかし、その後の野口さんの提案に西浦さんが難色を示す。

「三人でもう一軒行きませんか？　俺大学がこっちだったので、この辺りに詳しいんですよ。近くにおいしい洋風居酒屋があるので、どうです？」

「いや、今日は疲れたし、ホテルで休もう」

「えー、いいじゃないですか？　まだ八時過ぎたところですよ」

　けっこう飲まされていた野口さんは少々赤い顔をしている。酔っているからなのか珍しく西浦さんを親しげに誘うし、強引に腕を掴んでホテルと反対方向に連れていこうとした。西浦さんも同じくらい飲んでいたが、彼の顔色は変わっていない。

「よくない、俺は帰る」

「じゃあ、楠山さん。ふたりだけで行こう。楠山さんはまだ若いから元気だよね。部長、お疲れ様でしたー」

「えっ？　いえ、あの、私も……」

「おい、待て」

　西浦さんに断られた野口さんはあっさりと矛先を私へと変えた。そして、馴れ馴れしく私の肩を抱くから、その手を西浦さんに振り払われる。

「なにするんですかー？」

「それはこっちのセリフ。奈子になにしてるの？　触らないで」

　西浦さんは私を野口さんから離して、自分のほうへ引き寄せた。先ほどまで機嫌を良くしていた野口さんの顔色が曇る。

「楠山さんともう少し話をするくらいかまわないでしょう？　彼女を束縛しないで気持ちに余裕持ったほうがいいと思いますけど？　束縛する男は嫌われますよ」

「うるさい。余計なお世話だ。話だけで済むとは思えない。自分の彼女を大事にして、なにがいけない？」

「いけないとは言いませんけど、どうしたいかは楠山さんが決めることで部長が決めることではないですよね？」

　ああ言えばこう言うで、野口さんはまったく引き下がる様子を見せない。西浦さんは大きく息を吐いて、私の手を握った。強引にこの場を去ろうとする西浦さんの腕を野口さんが再び掴む。

「逃げないでください」

「いい加減にしてくれないか」

　ふたりが睨み合うその時、通りすがりの女性が足を止めて「貴斗？」と野口さんの下の名前を呼んだ。

　私たち三人は一斉にその声の女性を見る。背中の中央くらいまであるストレートな黒髪が印象的なきれいな女性だった。

「遥香はるか……」

「やっぱり貴斗じゃない！　えー、なんでいるの？」

「あ、出張で来ていて……」

　野口さんは西浦さんの腕を離して、彼女に向き合った。野口さんはその人に会ったことを心底驚いているようで、先ほどまでの西浦さんに対する態度と違う様子を見せた。

「野口くん、知り合い？」

「あ、えっと、まあ」

　言葉を濁す野口さんの代わりに彼女が明るい声を上げた。

「どうも、初めまして。野口貴斗の元カノです」

「おい、そんな自己紹介するなって……」

　西浦さんと私に頭を下げた彼女に野口さんが慌てる。元カノと名乗る人を初めて見た。彼女は野口さんの制止を振り切って、言葉を続ける。

「本当のことを言って、何がいけないのよ。貴斗、せっかく会ったのだから、飲みにいこうよ」

「は？　何言ってるんだよ」

「なにかこのあと予定があるんですか？」

　彼女は野口さんではなく西浦さんに訊く。西浦さんが微笑んだ。

「いや、なにも予定はないから、どうぞ野口くんを連れていってください。久しぶりに会ったのなら、つもる話もあるでしょう」

「ありがとうございます！　貴斗、行こう」

　西浦さんから了承を得た彼女は野口さんの腕に手を回して、近くにある野口さんの顔を見上げてにっこりと笑う。野口さんは焦って、回されて手を解こうとする。

「えっ、ちょっ！　勝手なこと言うなよ」

「いいから行くわよ。そちらのふたり、いい関係みたいだから邪魔しないの」

「邪魔したいんだよ。俺は……」

「貴斗、どうしても話したいことがあるの、一緒に来て」

　野口さんの抵抗はむなしく、元カノさんに引っ張られて行ってしまった。邪魔者がいなくなってから、西浦さんと私は顔を見合わせて笑う。

「野口さんの元カノさん、すごい人ですね」

「ああ、強烈な人だったけど、助かったな。さて、ホテルに行こうか」

「はい」

　差し出された手を握って、歩く。野口さんがいなくなってせっかくふたりだけになれたのに、このままホテルに行くのはもったいないような寂しいような。

　どこか行きたいと言いたくても言えないまま、ホテルに到着してしまう。ビジネスホテルのシングルルームを三部屋予約してある。

　エレベーターが五階に到着し、私の部屋の前まで歩く。隣に並ぶ離れがたい西浦さんの顔を見上げた。

　もっと一緒にいたいけど……。

「お疲れ様でした。おやすみなさい」

「奈子、待って」

「はい？」

「俺の部屋に来て」

　カードキーを手に持った状態で肩を抱かれる。彼の体温が伝わる距離にドキッとした。私が頷くとしっかりと手を握られて、一番端にある部屋まで行く。

　私の部屋のベッドはシングルサイズだったけど、コーナールームである西浦さんの部屋はセミダブルサイズと少し大きめだった。

　カバンを置くとすぐ近付いてきた彼にキスされる。ブラウスの裾から手が入ってきて、私は体をビクッと揺らした。

　キスをしながら、彼の手は私の素肌を撫でる。

「あっ……あの」

「ん？　なに？」

「汗かいたのでシャワー浴びたいです」

「ああ……そうだね」

　このまま流されてしまいそうだったけど、やはり汗くさいと思われるのは嫌だから、止まってくれて安心した。

　先にシャワーを浴びさせてもらい、ひとつしかないバスタオルを使っていいと言われて、巻いて出る。でも、この姿で彼の前に出るのは恥ずかしい。私はそっとバスルームからベッドへと顔を出す。

　出てきた私に気付いた西浦さんが手招きした。引き寄せられるように、そろりそろりと距離を縮める。目の前まで来た私を彼は軽く抱きしめて、首筋にキスをした。

「ここに入って待っていてね」

　私は頷いて、言われた通り体をひんやりしたシーツの上へ滑り込ませる。そこで西浦さんを待つ。

　待つこと十五分、彼はフェイスタオルを腰に巻いて出てきたが、全部隠しきれていなく、目のやり場に困った。

「顔を赤くして、かわいいな」

「だって、恥ずかしいです」

「もっと恥ずかしいことしているのに？」

「もう！　そういうこと、言わなくていいから……」

　両手で顔を覆う私を笑いながら、西浦さんはベッドに乗った。

　私はまだ顔を隠している。彼は私の右手の甲に唇を当てた。私はその手を顔から離す。半分だけ現れた私の頬にキスをしながら、まだ顔にある左手を軽く握る。

「かわいすぎ。奈子、大好きだよ」

「私も……好き……」

　西浦さんはギュッと私を抱きしめて、耳たぶにもキスをする。そこから、首、鎖骨、胸へと彼のキスは降りてくる。

　敏感に反応する私からは恥ずかしくなるくらいの甘い声が洩れた。我慢しようと手の甲を口に持っていく。

　廊下や隣室にいる人に聞かれたくない……。

　ふたりの体がひとつになって、溶け合った時、汗ばむ彼にしがみついた。そして、心地よい疲れの中で眠りにつく。






　どこからか聞こえてくるキーボードを叩く音で目覚めた。隣に寝ていたはずの西浦さんがいない。

　胸元をシーツで隠しながら上半身を起こして、目をしっかり開ける。壁際に付いたデスクでパソコンに向き合っている彼の背中が視界に入った。

「西浦さん……？」

　私の呼び掛けに振り向く彼の髪は少し跳ねている。

「奈子、おはよう。ごめん、起こしちゃったかな？」

「おはようございます。早くからお仕事？」

　時間は六時半になるところだった。起きる時間ではあるけれど、仕事をする時間にしては早い。

「うん。メールの返信だけね。奈子はまだ寝ていていいよ」

「でも、私着替えなくちゃいけないから、自分の部屋に戻ります」

　また汗をかいたから、シャワーを浴びてから着替えたい。

　急いで服を着てから出ようとする私を背後から「奈子」と西浦さんが呼んだ。振り返ると彼は触れるだけの優しいキスをした。

　突然のことに私の顔は熱くなる。西浦さんは「あとでね」と微笑んだ。

　熱くなった顔を片手で仰ぎながら、忍び足で野口さんの部屋の前を通る。自分の部屋の鍵を開けようとカードキーを出していると、隣の部屋のドアが開いた。

「あれ？　楠山さん」

「あ……えっ、お、おはようございます……早いですね」

　いきなり出てきた野口さんに驚いて、言葉がつっかえてしまう。どう見ても変な様子な私を野口さんは笑う。

「うん。目が覚めたから、もうご飯食べてこようかなと思ってね。ところで、どこからの朝帰り？　部長の部屋？」

「えっ？　あの、そうです……」

　言い当てられたことに恥ずかしくなって、小さい声で答える。朝帰りの私を見て、なにか想像されるのが恥ずかしすぎる。

「そっか」

「野口さんはあのあとどう……」

　ふと気になったことを思わず聞いてしまいそうになったが、途中で口をつぐむ。元カノさんとのことを私が気にしても仕方がない。

　だけど、私の途中までの言葉から読み取ったようで、野口さんは返事をくれた。

「あー、彼女とは……付き合っていた時によく行ってた店に行って、いろいろ話した」

「そうですか」

「うん。嫌いになって別れたんじゃなかったから、別れてから後悔していたし、時々思い出したこともあってね。昨日向き合って、こういうところ好きだったなという気持ちも思い出して……もう一度やり直せるのならと話したんだ」

「えっ？　やり直すことになったのですか？」

　昨日再会したばかりで、やり直すという話まで進むとは、早い展開だ。驚く私に野口さんは苦笑した。

「昨日まで楠山さんを必死で口説いていたから、信じられないだろうけど……人の気持ちって、一瞬で変わることもあるね」

「一目惚れする人もいますから、不思議なことではないと思いますよ」

「ああ、そうだね。そんなふうに言ってもらえると心が救われるな。やっぱり楠山さん、いい子だよね。でも、もうふたりの邪魔はしないから安心して。八時半に下のロビーで待ってますと部長に伝えてくれる？」

「はい」

　スッキリした笑顔を見せて、歩いていく野口さんの後ろ姿を見送ってから、部屋に入った。

















第六章　なくしたくない愛を誓う












　先日梅雨明け宣言された空から燦々と太陽の光が降り注ぐ。

　まだ朝なのになんでこんなに暑いの……駅の外を一歩出て、暑さに顔を歪ませた。

　改札を出る時に偶然行き合った内山さんと日傘を差して、オフィスに向かって歩く。

「あ。あれ、西浦部長じゃない？　今日は早いのね」

　赤信号で立ち止まっている人の群れの中で周りの人よりも頭が出ていて目立つ西浦さんが見えた。

　私は日傘を少し持ち上げて返事をする。西浦さんは部長である自分が早くから出社すると他の人を困らせるからと、普段は始業時間ギリギリに出勤していた。

「外出の予定が早まったので、いつもより早く来て事務処理をしてから出ると、言ってましたよ」

「そう。楠山さんに聞いたら部長のことはなんでもわかるね。アシスタント業務もすっかり慣れたでしょ？」

「はい、おかげさまで」

「プライベートの予定も楠山さんはもちろん把握してるのよね？」

　意味深な目を向けられて、違う意味での汗が滲み出てくる。

「ええ、まあ。一応……」

　曖昧にしか返せない。内山さんは部長と私の関係を知っている。二週間前の休日に私たちがスーパーで買い物をしている姿を目撃されてしまったのだ。内山さんはそのスーパーの近くに住む友だちと買い物をしていたという。

　後日『見たわよ』と肩を叩かれて、狼狽した。社内恋愛は禁止されていないが、知られたらやりにくくなるだろうと西浦さんにも内緒にしてほしいとお願いしてあった。

　同じ部内では野口さんだけが知ってはいるけれど、彼はそういうことをペラペラ喋る人ではない。

　内山さんにいろいろ質問されて、素直に交際していることを認めた。内山さんも今のところ他の人に言わないでいてくれているので、助かっている。彼女は最初に抱いた印象と違って、意外に面倒見がよく、業務上でもちょっとしたことに気付いて教えてくれるので頼りにしている。

　知られたことを西浦さんに話したら、彼は平然とした表情で「そう」としか言わなかった。彼は周囲に知られてもかまわないと言っていた。

　そんな西浦さんの後ろ姿を見ていたら、彼がふと振り返った。目が合い、ドキッとする。

　信号が青に変わっても西浦さんは進まず、こちらを向いたままでそこに立っていた。どうやら私たちが来るのを待っているようだ。

　内山さんが元気よく「おはようございまーす」と挨拶をする。西浦さんは微笑んで返した。

「おはよう」

「楠山さん。私、先に行くね」

　ポンッと背中を押されて、西浦さんの前に出た。日傘を畳んで、彼を見上げる。太陽のまぶしさなのか、彼の笑顔のまぶしさなのか判断しかねてめまいがしそうになる。まぶしくて困ります……。

「おはようございます」

「うん、行こう。日傘、差しなよ。暑いでしょ？」

「はい。朝から暑いですよね。電車、同じだったみたいですね」

「そうみたいだね。待ち合わせて一緒に乗ればよかったな。そうしたら、少しでも奈子との時間が取れたのにね」

　電車に揺られる時間は十五分ほどだ。けして長いとは言えない時間ではあるけれど、少しでも一緒にいたいと思うのは私も同じ。

　西浦さんは自分の業務を押し付けた次長と先週やっと話し合いをした。その結果、多すぎていた業務が少し減った。土日はゆっくりと休めるようになったから、ふたりの時間は増えている。でも、まだ足りなくてもっと欲しいと欲張りになる。

　隣を歩く彼が「そうだ」と歩くスピードを緩めた。

「どうしました？」

「明日の午後だけど、奈子も行かないか？」

「明日の午後……？」

　明日のスケジュールを瞬時に思い浮かべる。午前中は会議で午後からグループ会社へ外出予定になっている。

「うん。奈子もよく電話で話しているよね？　一度顔見て挨拶しておこうよ」

「ああ、そうですね。私も一度行ってみたいと思っていました」

「昼を外で食べてから、行こう。なにか急ぎがあったら調整してね」

「わかりました」

　内山さんが気を使ってくれて、ふたりだけにしてくれたのに話すのは仕事のことになってしまった。それでも私は、通勤途中で話ができるだけでうれしかった。






　しかし、この喜びは束の間で、約束の外出する日に事件は起きた。

　その日の午前中、西浦さんは野口さんが担当する得意先へ出掛けていた。野口さんが同行をお願いしていたのだ。

　ウイング商事のオフィスから電車利用で片道二十分ほどのところに得意先のオフィスはあった。

　あと三十分したら、昼休みになるし、そろそろ彼が帰ってくるとパソコンの画面右下にある時計で時間を確認した時、業務用のスマホが鳴った。表示を見ると、かけてきたのは野口さんだった。

「はい、楠山です。お疲れ様です」

『楠山さん、お疲れ様』

　聞こえてくる声は間違いなく野口さんであるが、いつもよりも硬いというかどことなく切羽詰まっている声に聞こえた。それに、その後続く声が聞こえてこない。

　時間からしてだいぶ近くまで来ていての電話だと推測できる。だけど、様子がおかしい。なにかあったのだろうか。

「野口さん、どうしました？」

『あ、ごめんね。今病院にいるんだけど』

「病院？　もしかして、部長が熱中症とか？」

『違う。楠山さん、すぐこっちに来れる？』

「行けますけど、部長になにかあったのですか？」

　すぐに西浦さんのもとへと駆けつけたいけど、病院にいる理由をまず教えてほしい。

『命に別状はないし、ちゃんと受け答えもできているから、それほど心配しなくても大丈夫だよ』

「ちょっと野口さん！　いったいどんな状態なんですか？」

　なかなか核心に触れないから、焦れて強い口調で訊いてしまう。回りくどい言い方をするのは野口さんらしくない。なにを躊躇っているのだろうか。

『あー、いや。電話しておいてなんだけど、勝手に連絡するなと怒られそうな気がして……』

「勝手に電話したなら、さっさと話してください。私も怒りますよ」

『怒らないでくれないかな？　あのね、実は知らない人に刺されて……』

「ええっ！　刺された!?」

　予想もしてない事実を聞かされて、思わず立って声を張り上げた。フロアにいた全員の視線が一斉に集まったのを感じて、急いで座り直す。

　今の話の流れからいって、刺されたのはきっと西浦さんだ。

　なんで野口さんは、そういう重要なことをハッキリと言ってくれないの？

　本人から電話できないくらいひどい怪我だから？

　一応座ったけど、平静でいられない。どんな状態なのか野口さんから聞くのではなく、西浦さん本人から聞きたい。無事かどうかは彼の声を聞いたらわかる。

　動揺して、スマホを落としそうになっている私に野口さんは落ち着いた声で話す。

『さっきも言ったけど、部長の命に別状はないからね。でも、来る？』

「もちろん、行きます！」

　野口さんに今いる病院を教えてもらい、次長のデスクを見る。報告してから行こうと思ったが、いつの間にか外出したらしくそこにはいなかった。

　主任と内山さんにどうしたのかと聞かれ、野口さんから聞いた状況を伝える。内山さんが私の震える手を握った。

「部長は大丈夫よ。気をつけて、行って」

「はい、ありがとうございます」

　バッグを持った私は頭を下げて、小走りでフロアを出た。

　命に関わる怪我ではないと言われたけど、いつ容態が変わるかはわからない。

　西浦さんの顔を見るまでは安心できない。早く彼に会いたい。駅に向かう途中でタクシーを拾い、飛び乗った。

　大きな総合病院に入り、どこへ行ったらいいかと受付を探していると、「楠山さん！」と呼ばれた。

「野口さん……」

　自分のカバンと西浦さんのカバンを持った野口さんのもとに駆け寄る。

「西浦さんはどこですか？　話、できますか？」

「うん。治療は終わったけど、今、警察の人と話しているからちょっとこっちで待とう」

　被害者として事情聴取をされているらしく、私は野口さんと近くにあった長椅子に座って待った。西浦さんの治療中に野口さんも警察に様々なことを聞かれたそうだ。私にも事件に遭遇した時の状況を詳しく話してくれた。

　得意先から帰る途中の駅前で、野口さんのスマホが鳴動した。道の端に身を寄せて応対しながら、何気に西浦さんのほうを見ると彼も日陰になるところに移動して、ハンカチで汗を拭っていた。そのハンカチをズボンのポケットにしまった時、すぐ近くでわめき声が聞こえた。

　黄色いＴシャツにジーンズ姿の三十歳くらいの男性が「ウォー」と言いながら、ナイフを振り回していた。周囲にいた人たちが男性から逃げるように動くとそれを追って、次々に刺した。西浦さんも慌てたが、かなり近くにいたため逃げるよりも先に刺された。

　駅前にある交番から警察官が駆けつけて、犯人は現行犯逮捕されたそうだ。それから救急車やパトカーが来て、怪我人は救急車によって病院へ運ばれた。負傷者は六人で、死亡者はいない。

　西浦さんが刺された箇所は左腕で、傷口を塞ぐために縫ったらしい。

「縫うほどの怪我なんですね」

「うん。けっこう深くて、血が大量に出てたからビックリしたよ」

「そんなにも？　本当に大丈夫なんですか？　今どこにいます？」

　腕を斬りつけられた西浦さんを想像すると血の気が引いていく。一刻も早く彼に会いたくて、居場所を教えてと野口さんに詰め寄った。

「処置は終わっているから、そんな顔しなくても大丈夫だよ」

「でも！」

　野口さんに訊くよりも病院のスタッフに訊いたほうがわかるかもと私は立って、辺りを見回した。

　すると、遠くから歩いてくる愛しい彼の姿が目に入る。

「あ、西浦さん！」

「えっ？　あー、楠山さん。病院で走ってはダメだよ」

　野口さんの注意する言葉は聞こえたが、止まれない。一目散に西浦さんの前まで行く。彼は私を見て、目を丸くさせた。

　私はそんな彼よりももっと目を見開いた。ワイシャツの左袖は肩から剥ぎ取られていて、肘から上部分は包帯で巻かれている。痛々しい姿に涙が出そうになる。

　痛いのは私ではなく西浦さんだ。ここで泣かないようにと唇を噛みしめた。

　私が来ることを野口さんから聞いていなかったらしい西浦さんは、私がここにいることに驚いていた。

「奈子、どうして？」

「どうしてじゃないですよ。心配しました。大丈夫ですか？　いや、大丈夫じゃないですよね？　痛いですよね？　痛そう。痛み止め薬はもらいました？　ああ、どうしたらいいのか……」

「奈子、落ち着いて。治療は問題なく終わったし、薬ももらった。しばらく通院することになるけど、大丈夫だから」

　西浦さんの怪我をしていない右手が私の肩を掴む。彼の説明に包帯が巻かれた腕から視線を上げた。彼は困惑気味に口元を緩める。

　弱々しい微笑みを見せる彼の心臓辺りに手を触れた。ちゃんと動いている。肩に置かれた手を上から握って、彼の存在を確かめた。

「西浦さん」

「ん？」

「帰りましょう。事情聴取も終わったんですよね？」

「えっ？　そうだけど、ちょっと待って。野口くん」

　私はしっかり手を握って、引っ張った。今日はもう仕事どころではない。帰って、体を休めてもらおう。

　しかし、引っ張っているのにびくともしない。西浦さんは私ではなく、野口さんを見ていた。

　野口さんは苦笑しながら、私たちのところまで来る。

「楠山さん。早くふたりきりになりたいのはわかるけど、少し待ってよ。部長が困っている」

「困ってる？」

　西浦さんの顔を再度見ると彼はまた弱々しく笑っていた。だから、早く連れて帰りたいのに、なにに困っているというの？

「奈子の心配する気持ちはわかるけど、今は一応仕事中だからね。午後から行く予定にしている会社に断りの電話を入れなくてはならないし」

「あ、それは私がここに来る途中のタクシーから連絡を入れました。また日を改めてくれるそうです」

「そう。連絡してくれてありがとう。あと、うちの社のほうにも連絡をしなくてはならないから、野口くんに話をしないと」

「それも大丈夫ですよ。主任と内山さんに今日は早退させますと言ってきましたから。西浦さんの今日やらなくてはいけない業務については主任が確認してくれています」

　西浦さんは私の報告に目を瞬いてから、柔らかい安心した笑みを浮かべた。

「奈子は頼もしいな」

「本当に。部長に指導されて成長してますね。もうひよこじゃないですよね」

「確かにな」

　同意する野口さんとともに西浦さんもまた笑った。私は気恥ずかしさを感じて、もう一度彼の腕を引く。

「だから、帰りますよ」

「うん」

「野口さん、それ私が持ちます」

　野口さんから西浦さんのカバンを預かり、タクシーで西浦さんのマンションまで行く。

　部屋に入った西浦さんは、まず破れたシャツを脱いでゴミ箱に捨てた。なにも身に付けていない上半身の中でひときわ目を引くのは怪我している腕。

　包帯で巻かれているから、どうなっているのかは聞いた話でしかわからない。明日もまた病院に行く予定になっている。できることなら付き添いたい。怪我をしている彼から片時も離れたくない。

　そう、離れたくないから、部屋の中を歩く彼のあとを追っていた。クローゼットから薄グレーのシャツを取り出したので、袖を通すのを手伝い、ボタンも私が全部留める。怪我をしているのは腕で指は使えるから、ボタンは難なく留められるという彼の言葉を無視した。

　着替えてから廊下に出る西浦さんのあとをまた追う。足を止めた彼が訝しげな顔で振り向いた。

「奈子。どこまでついてくるつもり？」

「えっ？　あ、ごめんなさいっ！　あの、大丈夫ですか？」

「大丈夫じゃないと言ったら、奈子が手伝ってくれるの？　手を添えてくれるとか？」

「ええっ！　無理、無理です。外で待っています」

　私は慌てて、彼をトイレに押し込んでからリビングのソファーで膝を抱えて丸くなった。心配だからって、トイレまでついていくなんてバカだ。

　でも……。

「奈子、どうした？」

　隣に座った西浦さんの大きな手が頭に乗る。少し頭を上げて、斜め横に顔を向けた。こちらを覗き込む彼と視線が交わる。

　私は彼の頬に手を伸ばした。触れた手から彼の体温が伝わる。

「生きてる……」

「ん？　奈子？」

「西浦さんが……もしいなくなったらと考えたら、怖くなりました。絶対離れないで」

　西浦さんの頭を自分の胸に引き寄せて、抱えた。

　オフィスから病院に向かうタクシーの中でいろんなことを考えた。もし彼が突然いなくなったらという最悪なことまでもが頭をよぎって、怖くなった。

　いきなり私の胸の中におさめられた西浦さんは驚いたようで、一瞬息を呑む気配を感じた。私の背中に腕を回して、くぐもった声を出す。

「絶対離さないよ」

「うん、離さないで」

　その後、お互いの気持ちを落ち着かせるために淹れたコーヒーをダイニングテーブルで向かい合って飲む。私はこれからどうしたらいいのか考えた。西浦さんもなにかを考えているようで沈黙していた。

　考えがまとまった私はカップをテーブルに置いてから、西浦さんを真っ直ぐに見据える。彼は両手でカップを持っていた。

「怪我がよくなるまでの間、私こちらに寝泊まりします」

「うちに？」

「はい。何かと不便だと思うので、お手伝いさせてください」

「奈子がうちにか……」

　西浦さんは視線をカップに落とした。また沈黙する彼の様子に不安な気持ちが湧いてくる。離れたくないからと図々しいお願いだったかも。

　もしかして、私がいることで休めないとか？

　西浦さんはカップからゆっくりと目線を私に戻した。少しの間で決意したのか力を感じる目だった。何を言われるのだろうと怯みそうになる。余計なお世話だと言われるのかもしれない。

「少し前から考えていたけど」

「はい？」

　どんなことを考えていたのかとますます不安になる。私はいつも彼と一緒にいたいと思っているが、彼は違う？

　でも、もっとふたりの時間が欲しいと言ってくれていたよね？

　いざとなったら違うと思ったのかな？

「家に帰った時とか朝目覚めた時とか、奈子がいたらいいなと思っていた」

「はい？」

　何を言おうとしているのか続く言葉に予想つかず、首を捻る。そんな私を見て、彼は微笑んだ。

「怪我が治るまでの間ではなくてさ」

「はい」

　さらさらと続かない言葉にもどかしくなる。

「ずっと一緒にいてよ」

「ずっと？」

「うん。ここで奈子も暮らさない？　うちにおいで」

「ここで暮らす？　それって、同居？」

「同居じゃ色気ないな。プロポーズのつもりで言っているけど」

「ええっ！　プッ、プロポーズ!?」

　私は必死で今言われた言葉を理解しようとした。怪我が治ってもここに寝泊まりしていいということよね？

　じゃなくて！　プロポーズって、結婚!?

「えっと、私と西浦さんが結婚するということですか？」

「うん。もっと一緒にいたいと奈子も言ってくれていたよね？　ふたりの時間が増えるのは嫌？」

「嫌じゃない。うれしいです」

「そう、よかった。じゃあ、結婚しようね」

「はい。よろしくお願いします」

　突然のプロポーズだったけれど、自然と承諾する言葉が口から出てきた。私も同じ気持ちだから、迷いはない。もっと一緒にいたいから結婚……こんなにも素敵なことはない。

　彼は立ち上がって、私のほうに来た。私も立って、向き合う。

「刺されて血が止まらなくてさ、このまま大量出血で死んでしまったらと思った瞬間に奈子の顔が思い浮かんだ。もっと奈子と一緒にいたいのにこんなことで死んでたまるかって」

「うん、生きていてよかったです」

　彼を失うことが本当に怖かった。今こうして目の前で会話していられるのは奇跡かもしれない。

　絶対に失いたくない。

「泣かないで」

　西浦さんは私の頬を流れる涙を拭ってから、優しく抱きしめた。私も彼の背中に腕を回して、彼の胸に顔を押し付けた。彼のシャツを濡らしてしまうが、涙が止まらない。

「西浦さん、好き……」

「俺も大好きだよ。奈子、顔を上げて」

　流れる涙を拭うように彼の唇が目元や頬に触れる。唇にもキスしてほしい。

「キスして」

　目を閉じると彼の息が耳にかかる。耳じゃなくて、口にして……。

「奈子のおねだりがかわいすぎる」

　耳元で囁かれて、体を揺らしてしまう。

「焦らさないで」

　薄目で彼を見ると熱のこもった瞳が目の前にあった。再び目を閉じると、唇が重なる。温かくて優しいキスに彼からの愛を感じた。

　大好き。ずっと一緒にいる。心の中で強く強く誓った。
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